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巻頭図版 3 横穴式石室 (古墳時代後期 大峰ケ台遺跡 9次調査地)



巻頭図版 4 竪穴式住居址と掘立柱建物llL(古墳時代後期 来住町遺跡 7次調査地)



巻頭図版 5 貯蔵穴 (弥生時代末 釜ノロ遺跡 8次調査地)



松山市には数多くの貴重な文化遺産が残っています。財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵

文化財センターでは年々増加する開発事業によって失われる遺跡については、事前に発掘調査

を実施し、記録保存に努めています。

本書は平成 7年度に埋蔵文化財センターが主体となり、松山市域において、民間開発や公共

事業を対象として実施した埋蔵文化財の発掘調査の概要報告と、松山市考古館が同年度に行っ

た展示会やシンポジウムなどの教育普及活動の概要をまとめた年木報告書です。

本年度も、古くは弥生時代前期から新しくは中近世に至る数多くの遺構や遺物を発見してい

ます。特に、釜ノロ遺跡 8次調査地では、焼失住居の検出や住居の柱材が柱穴内から良好な状

態で出土するなど、弥生時代後期の集落形態や住居構造の解明に貴重な資料を得ています。ま

た、桧山峠 7号墳では 5世紀末に比定される竪穴式石室が検出され、松山平野における横穴式

石室導入時期の解明に貴重な手がかりを得ることができました。さらに、東野お茶屋台遺跡 5

次調査地では、江戸時代の堤や排水施設がみつかったほか、重複する3基の石室が検出され、

7世紀初頭の石室構造の解明に多大の成果をあげています。

このような貴重な資料が得られましたのも、関係各位の埋蔵文化財に対するご理解とご協力

のたまものと感謝し、厚くお礼申し上げますとともに、今後とも、なお一層のご理解、ご協力

のほどお願い申し上げます。

本書が、松山市民をはじめ、ひとりでも多くの方々に埋蔵文化財に対する知識の向上と調査

研究のための資料としてご活用いただければ幸いです。

平成 8年 9月 30日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長  田 中 誠 一



例

1.本書は、財団法人 松山市生涯学習振興財団 埋蔵文化財センターが、平成 7年 4月 1日 から平成

8年 3月 31日 までに実施した発掘調査の概要を収録し、また松山市考古館事業を含めた啓蒙普及事

業等をまとめた年次報告書である。

2.確認調査及び本格調査については、本書末尾の一覧表・付図にまとめた。

3.写真は、遺物写真及び一部を除く発掘調査の遺構写真を大西朋子が、その他の写真は各調査員が

撮影した。

4.各調査の報告は、調査担当者が執筆することを原則とした。なお、編集1及び調整は日城武志・宮

内懐―力`行つた。

5。 遺構のうち表示記号
―
で示したものは、以下のとおりである。

SA:枡例、 SB:竪 穴式住居址、 掘立 :掘立柱建物址、 SD:溝 、 SK:土 坑、

SE:井戸、 SRI自 然流路、 SPi柱 穴、SX:その他の遺構

6.調査・刊行組織は次のとおりである。

調査・刊行主体 (平成 8年 11月 1日 現在〕

松 山 市 教 育 委 員 会 教 育 長

生 涯 教 育 部 部  長

次  長

文 化 教 育 課 課  長

(財 )松山市生涯学習振興財団 理 事 長

事務局長

事務局次長

坦 蔵 文 化 財 セ ン タ ー 所  長

次  長

調査係長

調査主事

調 査 員

考 古 館 館 長

学芸係長

学 芸 員

池田 尚郷

三好 俊彦

丹下 正勝

松平 泰定

H中 誠一

池田 秀雄

丹下 正勝

河口 雄三

日所 延行

田城 武志

栗日 正芳 (文化教育課職員)

栗田 茂敏、梅木 謙一、宮内 慎一、

高尾 和長、相原 浩二、山本 健一、

橋本 雄一、河野 史知、相原 秀仁、

山之内志郎、加島 次郎、水本 完児―、

小笠原善治、大森 下成、大西 朋子―ト

小玉亜紀子

岡崎 邦夫

徳永 幸紀

武正 良浩

松  山  市



7.整理作業の協力者は、次のとお りである。

池田学・友近志郎・山邊進也・志賀夏行・波多野恭久・宮脇和人・田丸竜馬・篠崎正記・八木幸徳・

員木潔・白石公信・酒井直哉 。岩岡慎一 `藤本数夫・広沢忠・坪内寛美・武田俊昭・後藤克也・栗

林和孝・保島秀幸 。本多好則 。岡崎壮―・山村芳喜・安永由浩・野田昌弘・神直哉 。小野敬通・川

上貴之・広瀬貴・三宅康孝 。大谷雅之・黒木修二・金浦克俊 。松尾潔・黒田竜弥・勝本将基・川野

裕史・水口あをい 。加島なおみ・丹生谷道代・新出寿美子・渡部英子・徳田弘子・西川千秋 。青野

茂子・松本美代子・水口美津子・岡本邦栄・金子育代・岡市美紀・喜安咲江・仙波千秋・仙波 ミリ

子・高尾久子・東山里美・松下郁子・石九由利子・珂ヽ田裕美・定成登志子・矢野瑞枝・武市まゆみ 。

関正子・荻野ちよみ・吉井信枝・矢野久子・多知川冨美子・山本早苗 。猪野美喜子・乗松和枝 。員

木雅子・自石あさか 。村上真由美・岩本美保・木下奈緒美・森田利恵・松本美知子・越智令子・田

崎真理 。中村紫・宮内真弓・古角優子・山下満佐子・平岡直美・村上規子・渡部明日香・伊藤みわ

こ 。竹内真琴・中平久美子・長岡千尋・渡辺いずみ・山下純代 `福島利恵・豊田直美

8.ご指導・ご協力をいただいた先生方は、次のとおりである。(敬称略)

上原真人 (京都大学)/沢田正昭 (奈良国立文化財研究所)/山中敏史 (奈良国立文化財研究所)/
猪熊兼勝 (奈良国立文化財研究所)/松本修自 (東京国立文化財研究所)/阿部義平 (国立歴克民

族博物館教授)/岡村道雄 (文化庁記念物課)/下篠信行 (愛城大学教授)/松原弘宣 (愛城大学

教授)/日 崎博之 (愛媛大学助教授)/村上恭通 (愛峻大学助教授)ほか

9.ご指導・ご協力をいただいた機関は、次のとおりである。

奈良国立文化財研究所/(株 )古環境研究所/(財 )愛峨県埋蔵文化財調査センター ほか
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大山寺経田遺跡 3次調査地

所在地

期  間

松山市太山寺町乙6942外

平成 7年 6月 1日 ～

同年 8月 31日

2,500rr

山本健―・武正良浩

図 1 調査地位置図

経過 本調査は「No10片廻遺跡 (弥生時代 )太山寺古墳群 片廻古墳群 素鳶神社」内における松山

市農林土木課による農道新設工事に伴 う事前調査である。平成 7年 4月 4日 ～同年 5月 31日 にかけて

試掘調査を実施 し、土坑状遺構 1基 、弥生土器、須恵器、石鏃等、弥生時代か ら近現代にかけての遺

構及び遺物 を確認 した。そのため、当該地における遺跡の取扱について文化教育課 と農林土木課 (及

び地権者 )は協議 を行い、開発工事によって失われる遺跡について、記録保存のために発掘調査を実

施することとなった。

調査地は、松山平野北西部、太山寺丘陵の東側、標高44m～ 57mの緩斜面上に立地する。太山寺丘

陵上には、高月山古墳群、勝岡古墳群、太山寺古墳群、鶴ケ峠古墳群、船ケ谷古墳群、北山古墳群、

東山町古墳群等の古墳群が所在 している。これらのうち高月山古墳、船ケ谷向山古墳、船ケ谷ニツ石

山古墳、鶴ケ峠古墳では発掘調査が実施され、前期～後期の古墳が継続経営 されていることが分かっ

ている。今回の調査では周囲のデータを踏まえ、大山寺経田遺跡 1次、 2次調査によって住居址、土

坑、溝、集石遺構等が確認されていることより、集落関連遺構の広が りと古墳の確認を主目的として

調査を行った。

遺構 。遺物 試掘調査の結果よりA区、 B区の 2地点において本格調査を実施 した。

A区は、調査地南東部の尾根筋の緩斜面に位置する。層位は第 I層耕作土、第 H層淡責灰色砂質土、

第Ш層茶褐色上、第Ⅳ層茶褐色砂質上、第 V層黄橙色砂質土～茶褐色砂粒岩盤 (地 山)である。検出

した遺構は溝 と土坑である。 SD3は 幅50～ 85cmで検出長は13.2mで ある。溝の中央に人頭大の礫石

が配列されていた。また、不整楕円形の焼失土坑を 1基検出した (時期不明 )。

B区は、調査地西部の東方向へ開口する谷間部に位置する。層位は第 I層 明灰責色砂質上、第 II層

淡黄灰色砂質上、第III層 淡責茶色土、第Ⅳ層暗灰褐色砂質上、第 V層黒褐色粘質上、第Ⅵ層淡黄灰褐

色土、第ⅥI層灰色砂質土、第ⅥⅡ層灰色粘土、第IX層茶褐色粘質上である。調査の結果、三層の遺物包

含層を検出した。第Ⅳ・V層は弥生土器、土師器、須恵器を包含 している。第Ⅵ層から石斧 1点が出

上した。遺構は第Ⅵ層上面にて溝 4条、性格不明遺構 2基 を検出した。

小結 本調査において弥生時代から近現代に至る遺構・遺物 を検出した。中でも興味深いのは、 B区

の遺物包含層である。堆積層も安定し分層できたことは、今後周辺の発掘調査 をおこなううえでの好

資料となるものである。
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太山寺経H遺跡.3茨調査地

図 2 調査地・ トレンチ住目図
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太山寺経田遺跡 3次調査地

写真 I A区完掘状況遠景 (北 より)

写真 2 B区 完掘状況 (西 より)
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松 山市谷町371

平成 7年 9月 1日 ～

同年 10月 26日

701m2

山本健―・武正良浩

図 1 調査地位置図

経過 本調査は「No41潮 見古墳群・遺物包含地」内における宅地造成に伴 う事前調査である。平成 7

年 3月 に試掘調査 を実施 し、竪穴状遺構、溝状遺構、弥生土器、土師器、須恵器等、弥生時代から中

世にかけての遺構や遺物及び包含層を確認した。そのため当該地における遺跡の取 り扱いについて文

化教育課 と地権者は協議を行い、宅地開発によって失われる遺構について、記録保存のために発掘調

査 を実施することとなった。

調査地は、堀江地溝帯南東辺部の標高16m、 松山平野北東部にそびえる高縄山系分岐丘陵の南裾部

に立地する。周辺の遺跡には、当調査地を含む丘陵裾部では金毘羅山遺跡、座拝坂遺跡、潮見遺跡が、

堀江地溝帯西辺部では大渕遺跡、三光遺跡、船ケ谷遺跡等がある。今回の調査地の約70m南東の座拝

坂遺跡では弥生時代から古代の集落の存在が確認されてお り、今回もこれら遺構の確認を主 目的とし

て調査を行った。

遺構・遺物 今回の調査によって確認された遺構は、弥生時代～中世を含め、竪穴式住居l■ 1棟、溝

状遺構 3条、土坑 2基、柱穴13基 を検出し、遺物は弥生土器、須恵器、土師器、瓦器の他に鉄製品、

石製品などが出上している。

弥生時代の遺構 としては竪穴式住居址 (SBl)が ある。調査区東半分で検出された。調査区の南

東隅で周壁の一部分を検出したが、全容及び平面形態は不明である。検出された規模は東西4.5m、 南

北3.4m、 壁高は44cmを 測る。住居l■ 内からは内部施設 として主柱穴 2基、周壁溝、ベ ット状の高床部、

貯蔵穴 2基、土坑 2基を検出した。遺物は弥生土器の甕形土器、重形土器、鉢形土器、高lTh形 土器の

他に石器 1′点が出土 した。

古墳時代の遺構は溝 (SDl)が ある。調査区西部で検出した。調査地地山面 (第Ⅵ層上面)の等

高線 とほぼ平行する南北溝である。検出長2.8m、 幅1.lm、 深さ19cmを 測る。埋土は黒灰色土である。

遺物は須恵器の他に弥生土器、礫石が散在 して出土 した。溝の性格については解明できなかった。

小結 今回の調査は調査地が狭小であったため課題を残す ものであったが、弥生時代か ら中世までの

遺構 と遺物を確認することができた。弥生時代については、弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけ

ての境 目に位置する時期の竪穴式住居l■が確認された事から、当時代の集落の存在が明らか となった。

古墳時代から中世については遺構・遺物が確認されてはいるが、その性格は不明であり、解明につい

ては今後の周辺地での発掘調査の資料の増加 とともに検討をしてゆきたい。
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谷 町 遺 跡

写真 I 完掘状況 (北西より)

写真 2  SB I(ヨしより)
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瀬戸風峠遺跡 (BoC区 )

所在地

期 間

松山市下伊台町乙1881外 106筆

平成 7年 4月 5日 ～

平成 9年 9月 30日 (予定 )

257,349m2

相原浩二 。大森一成

図 I 調査地位置図

経過 瀬戸風峠遺跡は下伊台町の南西丘陵部、瀬戸風峠の北西丘陵部に所在する。本調査は松山市の

指定する包蔵地の「No52瀬戸風峠古墳群」内における宅地開発に伴 う事前緊急調査である。

調査対象面積が広大なため丘陵部全体の遺跡の有無について、平成 6年 4月 から翌年の 3月 にかけ

て、丘陵支群ごとにA区～ F区までの 6区画に区分 し、確認調査を行った。その結果、A区では遺構・

遺物は検出されなかったが、 B区で古墳 2基 (う ち丘陵頂部にある古墳については、愛媛県教育委員

会が行った古墳分布調査において瀬戸風峠 1号墳 として紹介されてお り、周知の古墳である。)、 箱式

石棺 2基 (う ち 1基 については調査により石蓋土墳墓であった。)、 C区で箱式石棺 2基、D区、E区、

F区でそれぞれ古墳を 1基ずつ確認 したことから、それらの遺構 と周辺部について調査 を行 うことと

なった。尚、現在調査は C区の箱式石棺 2基 (1号石棺、 2号石棺 )の調査 を終え、 B区、 D区の調

査途中である。

遺構・遺物 C区の 1号、 2号石棺は B区から北東へのびる丘陵尾根上で検出された。両者 とも尾根

筋に直交するように造営され、墓墳の掘 り方には余裕はな く、石材には同丘陵中に普通にみられる花

商岩が使用されている。1号石棺は主軸方位 をE-20° 一 Sに とり、天丼石 3枚が残存するが安定 した

状態ではなかった。棺内長170m、 構内幅0.25m～0.40mで西側が狭 くなる。遺物は出上 していない。

2号石棺の主軸方位は E-14° 一 Sに とり、天丼石 と西側の側石は削平されている。桔内長は現存で1.40

m、 棺内幅は040mを 測る。棺内には人骨が遺存 してお り、頭骨を東にして脊椎、大腿骨の一部を検

出しているが副葬品は見られない。 1号、 2号石棺 とも時期決定に有効な遺物が検出されず時期不明

の石構である。

次に、B区にある調査中の瀬戸風峠 1号墳について若千ふれてお く。標高254mに あるこの古墳から

望む景色は絶景で松山平野はもとより瀬戸内海の島々を一望のもとに見渡せる。主体部は天丼石が残っ

てお り、盗掘により奥壁 と側壁の一部が落下 しているものの、比較的遺存状態の良好な横穴式石室で

ある。石室内には流入土砂が堆積 しているものの、現況で石室の高さ2.Om、 室長約4.Om、 幅2.2mを

測る。現在は墓道の調査を終え、遺存する閉塞石の一部を取 り除き、石室内に流れ込んだ土砂の除去

を行っているが、遺物は出土 していない。

小結 瀬戸風峠遺跡は現在も調査途中のため、今回は平成 7年度の調査状況を簡単に報告するもので

ある。 8年度調査予定の B区、 D区、 F区の調査については次回の年報にて報告するものとする。

―- 10 -
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瀬戸風峠遺跡 (B,C区 )

写真 I C区 1号石相〔手前〕と2号石棺 (南 より)

B区瀬戸風峠 I号墳墓道検出状況 (西 より)
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大峰
ダ イ

ケ台追跡 9次調査地 (4区 )

所在地

期 間

面 積

担 当

松山市南江戸 5丁 目・ 6丁 目

平成 7年 4月 1日 ～

平成 8年 3月 31日

12,000m2

梅木謙―・高尾和長・相原浩二

宮内慎―・水本完児

図 1 調査地位置図

経過 本調査地は大峰ケ台主丘陵に対して谷間を挟んだ西側に螢える分岐丘陵上に位置する。調査地

の地形は南北方向に尾根線が長 く、裾部は東西に広がり、丘陵全体にわたり急勾配をもった斜面であ

る。調査地周辺には大峰ケ台遺跡 (弥生時代中期)や朝日谷古墳、客谷古墳などが存在する。とりわ

け昨年度の調査では古墳時代後期の横穴式石室をもつ大池東 1号墳が確認されている。

遺構・遺物 調査は南北に延びる頂上尾根部 〔①区〕と南西に向けて分岐する丘陵部 〔②区〕とに分

けて行った。両地区の調査 ともに トレンチ調査を主体とした。その結果、①区では 1基、②区では 3

基の古墳を検出した。

〔1〕 ①区の調査  調査は19本の トレンチを設定し、土層観察及び古墳の有無の確認を行った。その結

果、東斜面裾部北端にて石室を検出した (客谷H号墳と呼称 )。 墳丘はすべて消滅しており、主体部が

わずかに残存している。石室は天丼石は失われ、側壁と奥壁は 1～ 2段 目までが残る程度で、床面は

1/2を 検出するにとどまった。主軸は東西方向であり、東へ開口する。規模は奥壁長1.3m、 側壁長1,4

m、 両側壁間は床面中央部で1.2m、 奥・側壁の残存高は約30cmを 測る。敷石等の施設は未検出である

が床面の一部には貼 り床が施されていた。遺物は トレンチ調査時に須恵器提瓶が 1′ミ出上した。遺物

はT K43型 式に比定されることから、本古墳の造営時期は 6世紀後半頃と考えられる。

〔2〕 ②区の調査  調査は①区と同様に トレンチ調査を主体 とした。調査地の地形を考慮したうえで上

段・中段・下段に分けて順次、調査を行った。下段の調査では11本の トレンチを設定し土層確認等を

行った。その結果、下段のほぼ中央部にて古墳を1基確認した (大池東 2号墳と呼称 )。

次に中段では、現況でマウンド状になる上の高まりを2ケ所確認した。これら2つのマウンドに対

して トレンチを設定し、土層観察を行った結果、各々に周溝状の遺構を確認した。それぞれ、大池東

3号墳、大池東 4号墳と呼称し、調査を進めた。上段は尾根線上に沿って トレンチを設定し、土層確

認を行ったが、古墳を確認するには至らなかった。

(1)大池東 2号墳の調査  本古墳は昨年度確認した大池東 1号墳の北東部、標高約30mに 立地する。

1号墳と同様、南西方向に開口する横穴式石室を有する円墳である。墳丘を構築する盛上の多くは失

われ、現在の地表面から30cm下 で石室を検出した。石室は天丼石は失われ、奥壁と両側壁の1/2程度が

残存している。規模は奥壁長1.8m、 側壁長4.2m、 奥壁の残存高は約1.5mを測る。羨門は石の抜き跡

から判断すると、幅15m前後と推測される。床面には中央部より奥壁側に20～ 30cm程度の大きさの角

礫が敷かれており、一部ではあるが貼 り床を検出した。

―- 12-―
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大峰ヶ台遺跡 9次調査地 (4区 )

石室掘 り方は楕円形を呈 し、主軸長6.Om、 幅4.Om、 深さ2m前後 を測る。周溝は全周せず石室の北

西部 と北東部の一部に検出された。幅60～ 80cm、 深さ20cm、 断面形は浅い「U」 字状 を呈 している。

遺物は石室内から須恵器 lTh蓋・ lTh身 1点 、土師器 lTh l′ミ、耳環 3点、鉄器 2点他が出土 した。出上 し

た須恵器が T K209型 式に比定されることから、本古墳の造営時期は 6世紀後半頃と考えられ る。

(2)大 池東 3号墳の調査  大池東 3号墳は大峰ケ台西丘陵の南北に延びる尾根線上の緩傾斜地の標高

51～ 53mに 4号墳 とともに東西に並んで立地する。本墳は周溝を伴 う円墳で、墳丘は直径 1l m、 盛土

は全体的に大 きく削られてお り、特に周囲の墳端部近 くでは殆ど失われている。盛土が残っているの

は、墳丘中央付近に厚さ0.3mを最大 として、他の部分では0。 lm前後である。主体部は削平のため失

われていると思われ未検出である。周溝は、幅1.5～ 3.Om、 深さ0.05～ 0.25mで西側が浅 くなるもの

のほぼ全周する。

出土遺物は西側周溝内の基底面に掘 られた長軸1.Om、 短軸0.65m、 深さ0.lmの 長方形を呈する土

坑 SKlよ り完形の須恵器高lThと 蓋がセットで10点 出土 したほか、周溝南東部から南西部にかけて周

溝底より須恵器大甕、甕、土師器甕片、円筒埴輪片、不笠片、人物埴輪片が出上 している。周溝内か

らは埴輪が出土 したものの墳丘上、墳丘中か らは埴輪の出土はな く、本墳築造時から比較的早い段階

に墳裾か ら全て周溝内に崩落したものと思われる。

この古墳の時期については、主体部が失われてお り、主体部内からの上器によって知ることはでき

ないが、周溝内出上の須恵器はT K23型 式 もしくは T K47型 式に比定されるもので、 6世紀初頭にお

さまるものと思われる。

(3)大池東 4号墳の調査  大池東 4号墳は 3号墳から東へ21mに 位置する。本墳の北東部は若千調査

区外となるものの、 3号墳と同様の周溝を伴う円墳 と思われる。墳丘は直径約13mで、盛土は全体的

に墳裾から墳端にかけて削平されている。特に北西部から南西部にかけては近現代の地割 りの溝等に

より大きくカットされ盛土は殆ど失われている。中央付近は厚さ0.45mと 3号墳よりは若千残 りはよ

い。主体部は明確に検出していない。周溝は北東側が調査区外になるため全容はしれないが、検出部

では幅1,0～ 3.Om、 深さ0.05～ 0.20mで 、南から西にかけてはやや急傾斜になるためか、溝幅が小さ

くなり、周溝外側の立ち上がりが見られなくなる。また、東から北にかけても岩盤層になるため掘削

が行われず、溝は途切れてしまう。

出土遺物は墳丘中央部盛土上面と裾部表土中で鉄刀が一振ずつ出上している。埴輪は上部2/3近 くを

失った円筒埴輪が墳裾から1点 出上しているが原位置を保った状態ではなかった。周溝中からは、周

溝南東部から南西部にかけて須恵器片、土師器片、円筒埴輪片、楯形埴輪片などが出土している。

この古墳の時期についても周溝内の出土遺物より3号墳とほぼ同時期 と思われる。

小結 本調査では 4基の古墳を確認した。客谷11号墳は大峰ケ台西側丘陵の東斜面流部に立地 し、 6

世紀後半の古墳と考えられる。近隣には客谷 1号墳、 2号墳があり、これらの古墳 とほぼ同時期のも

のであろう。また、大池東 2号墳、 3号墳、4号墳は南東方向に分岐する丘陵尾根線上に立地 し、 6

世紀前半から7世紀前半に比定される古墳である。出土品より3号墳と4号墳は 6世紀初頭頃に同時

に存在し、使用されたものと考えられる。今回の調査結果は、大峰ケ台丘陵西側における古墳時代の

墓域 とその構造を解明するうえで貴重な資料 となるものである。

-14-
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大峰ヶ台遺跡 9次調査地 (4区 )

0       5       1 0Cln

(S=1:3)

図 3 大池東 3号墳 SKI出 土遺物実測図
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大峰ヶ台遺跡 9次調査地 (4区 )

写真 1 調査地全景 (北東より)

写真 2 大池東 3号墳・ 4号墳 (東 より)

!
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大峰ヶ台遺跡 9次調査地 (4区 )

写真 3 大池東 2号墳 (南西より)

が,
li―  |;

写真 4 大池東 2号墳敷石検出状況 (南西より)

玉ヽ111
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コ デラ

所在地

期 間

松山市南江戸 3丁 目912,913,9132

915,916,917-1

平成 7年 4月 5日 ～

同年 9月 22日

6,319m2

河野史知 。相原秀仁

図 1 調査地位置図

経過 本調査は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の「No35古 照遺跡」内における店舗建設に伴 う

事前調査である。調査地は松山平野中央部を東から西に流れる石手川等により形成された沖積平野の

扇端付近の標高12.6～ 13.Omに 立地する。

本調査地西方には古照遺跡が位置 してお り、第 1～ 11次 までの調査が行われた結果、「井堰」に纏わ

る周辺環境や中世における集落址が検出されている。また、北西の大峰ケ台丘陵では弥生時代の集落

址や古墳時代の集落址・古墳群の存在が確認されている。特に西隣の松環古照遺跡や東隣の古照ゴウ

ラ遺跡 4次調査において中世集落の存在が確認されてお り、当地域における中世集落の復元がなされ

つつある。

遺構 。遺物 調査地の基本層位は、第

I層造成上、第 H層耕作土、第Ⅲ層床

土、第Ⅳ層旧耕作土、第V層は中世の

遺物包含層、第Ⅵ層上面にて遺構を検

出し、第ⅥI層 淡黄色粗砂、第ⅥI層粘土、

第Ⅸ層シル ト、第X層微粒砂▼第�層

の粘土層上面にて古墳時代の文化層を

検出した。

A区南壁にて自然堤防 と考えられる

砂層の盛 り上が り、 B区南壁の第V層

上面に近世の河川の氾濫原が西に延び

ることを確認した。

検出遺構はA区 より掘立柱建物址 2

棟、棚列 1条 、木棺墓 1基 、土坑 8基、

溝 4条、柱穴103基、井戸 2基 、鋤跡状

遺構、水田面を検出した。

B区は掘立柱建物址 2棟、棚列 1条 、

木棺墓 1基、土娠墓 1基、土坑 2基、

柱穴35基、溝 5条、井戸 1基、鋤跡状

遺構、水田面、性格不明遺構 4基 を検

古照ゴウラ追跡 5次調査地

S― N L=13.20m
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当

面

担
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図 2 基本層位図



古照ゴウラ遺跡 5次調査地

図 3 遺構配置図
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古照ゴウラ遺跡 5次調査地

出した。 C区は土坑 3基、塚 1基 、溝 1条 、鋤跡状遺構、第Ⅷ層の段落ちを検出した。

〔A区〕 調査区中央部に南北棟の掘立柱建物址が 2棟検出された。その南側の東西に延びる浅い溝の

床面より、土坑 (SK2)を検出した。平面形は長方形で断面形は逆台形状を呈しており、土坑内よ

り、ほぼ完形で鋳造製の鉄鍋が南北壁面から床面にもたれる様に相向い合わせに置かれた状態にて出

土した。掘立柱建物址の南北において曲げ物井戸を検出しているが、北側の井戸 (SEl)か らは曲

げ物の据え代えが確認できた。

調査区北側に掘立柱建物址とそれに直交する区画溝が東西に走っており、その北側に木棺墓 (SK

l)を検出した。遺構上層の地上に墓標施設と考えられる約10cm大の礫を散乱した状態で検出し、平

面形は長方形、断面形は皿状を呈する。木棺の側板・蓋板は土圧で崩落している。薄 く残存している

底板上に北向き東枕の人骨の安置が推定され、骨・歯より成人男性が考えられる。副葬品は、頭部付

近の側板の外側より上師器皿 4枚、瓦器皿 1枚 を出土した。

調査区北西部にて西に広がる水田面を検出した。粘土層上面において無数の人・牛の足跡を砂層に

覆われた状態で検出した。

〔B区〕 調査区の北東部において掘立柱建物址 2棟 とそれに付随する枡列、東側に南北に延びる溝を

検出した。調査区南半分に東西の鋤跡群とそれに直交する鋤跡を検出し、南西部には水田面とそれに

伴う牛の足跡を検出した。調査区北西部で検出された土墳墓 (SK3)は 床面に小石を敷いており、

木片が残存している。

第ⅥI層 下の砂質土層において、第ⅥI層 が埋土となり東西に延びる溝状遺構 4条 を確認した。調査区

北寄 り2ヶ 所に、つぼ掘 り調査を実施した。その結果、標高11.7mよ り、古照遺跡 9。 10次調査にお

いて多数の布留式上器が出上した層につながると考えられる黒褐色のシル ト層を検出し、上面より炭

や木片が出土した。

〔C区〕 A・ B区の鋤跡のつながりと考えられる小溝群を東西・南北方向に検出した。遺構検出面で

ある第Ⅷ層が調査区西側において段落ち状に約10cm下がつていることを確認した。

拡張区において塚 (1号塚)を検出した。この塚は第ⅥI層 に礫が積まれた状態で築かれており、礫

に混じって凝灰岩製の五輪塔が混在している。土坑内に水輪部が埋まった状態で検出された。礫は上

部が近世の耕作面にまで達している。おそらく、五輪塔が何らかの原因で崩壊した後、河原石を積み

上げ塚 として伝承したものが考えられる。

小結 今回の調査において古照遺跡、その周辺遺跡で検出された中世遺跡のつながりが確認できた。

特に、A地区において検出された遺構は、人が生活する場所である生活域、農耕行為を行う生産域、

生活域よりやや離れた所の墓域に分かれており、一つの集落の構成が窺える。農耕は畑作が中心であ

り、西側の低湿地において水田が営まれている。墓の形態もそれぞれ個性があり、当地域における中

世墓変遷にも貴重な資料である。また、土坑内より出上した鉄鍋は松山平野において初めての出上で

あり、埋納状態も全国的に見ても珍しく、何らかの祭祀として使用されたのかを解明することが今後

整理していく上での重要な課題である。この様に、今回検出した遺構は当地域における遺跡の全体像

を映す上で非常に興味深い資料の出現である。

- 20 -
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古照ゴウラ遺跡 5次調査地
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図 4 出土遺物実測図
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古照ゴウラ遺跡 5次調査地

写真 I A区完掘状況 (南 より) 写真 2 AttS K 2遺物出土状況 (東 より)

写真 3 AttS K 1人骨・木棺出土状況 (南西より)
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古照ゴウラ遺跡 5次調査地

写真 4

AttS E 2

井戸枠出土状況

(西 より)

写真 5

BttS K 3

遺物出土状況

(Jし より)

写真 6

C tt I号 塚

五輪塔出土状況

(西 より)
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ミゾ ノベ

溝辺 2号墳

所在地

期 間

松 山市溝辺町乙437番

平成 8年 1月 16日 ～

同年 1月 23日

2,732m2

栗 田正芳

積

当

面

担

図 I 調査地位置図

経過 本墳は、包蔵地「溝辺古墳群」内に所在している。本調査は、墓地造成工事に伴 う事前の トレ

ンチ調査である。 3本の トレンチを尾根上に設定 し調査を行った。その結果、周溝 と石室 1基が検出

された。開発工事が本墳にまで及ばないため、現状保存することになっている。

本墳は、石手川の左岸の北側の丘陵尾根上、標高112mに 立地 してお り、この丘陵は「神前」と呼ば

れている。本墳周辺には、石手川対岸に溝辺 1号墳 (1・ 2号石室)が発掘調査されてお り、西南方

にある四国八十八ケ寺51番札所の「石手寺」裏山の丘陵には現在 も多数の古墳が確認されている。

遺構 。遺物 本墳は、墳丘や石室の天丼部は既に削平されているが、石室の北側で周溝の一部を確認

した。 トレンチ調査ではあるが、月ヽ規模な竪穴式石室を内部主体 とする円墳 と思われる。

本墳の石室内法は、南北長0.63mを測 り、東西長は0.5m分のみを検出しているが、試掘棒による調

査では東西約 2m前後あることを確認している。石室の長軸方向は、N-29°一Eを測る。石室は削平

を受けているため、基底石またはその上の 2段積み分が遺存 している状況である。

石室内からは、土師器甕 1点 、須恵器には高lTh l点 、不身 1点 、不蓋 2点、無蓋 。有蓋短頸壷各 1

点、魅 1′点が出上 している。土師器甕には、lTh蓋 (図 4-3)が 逆さまに入れ子状にされていた。他

に、有蓋短頸壺の周辺には赤色顔料がまかれ、人骨 と思われる小片 1点が確認されている。

石室の周囲には、地山面で南北幅約1.5mを測る墓坑を確認し、東西約0.9m分 を検出している。墓

坑の南西角からは、尾根の傾斜に合わせ南へ と排水溝が延びている。この排水溝は、幅約0.20m、 深

さ約0.15mを測 り、断面逆台形状を呈 している。

本墳は、出土遺物から田辺昭三氏の陶邑編年のMT-15に 併行する時期が考えられる。

小結 本墳に副葬されていた須恵器 と土師器は、当平野における当該期土器の基準的資料になるもの

で貴重な遺物である。

本墳 と同時期の古墳には溝辺 1号墳の 1号横穴式石室が拳げられるが、本墳が小型の竪穴式石室で

松山平野の中でも調査例がないため、本墳の位置づけは今後の資料増にゆだねるものである。

(栗日 )

―- 24 -―



溝辺 2号墳

図 2

仁 T_「 ィ
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m

(S=I:400)

トレンチ測量図

O                  Im
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図 3 2号墳石室平面図
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溝辺 2号墳
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図 4 2号墳出上遺物実測図
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溝辺 2号墳

調査地全景

写真 2 2号 墳石室内遺物出上状況 (東 より)
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東野お茶屋
ヒガシ ノ チャ ヤ ダイ

台遺跡 5次調査地

所在地

期 間

面 積

担 当

松 山市東野 5丁 目甲838香 1外 7筆

平成 7年 6月 1日 ～

同年 11月 30日

3,465m2

橋本雄―・小笠原善治

図 I 調査地位置図

経過 東野 と呼ばれる地域は、市の北東部の高縄山塊に平野が接する場所に位置している。この地点

は、道後平野を流れる石手川が平野部に至る箇所の南側に位置し、川を挟んで対岸の山際には、四国

霊場五十一番札所である石手寺 を望むことができる。周辺においては、過去に県と市によって 4次に

わたる本格調査が実施され、古墳群や江戸時代の遺構の存在が明らかにされている。今回、民間の宅

地開発に先立って、江戸時代に松山藩主の別邸 として造られた「東野御殿」の中に位置する「お山池」

と呼ばれる池の堤 と、それに隣接する古墳について発掘調査 を行った。

遺構・遺物 発掘調査の成果は主 として 2つ の項目に区分される。ひとつは、江戸時代の藩主の別邸

の庭園の一部に関する諸施設の確認が行われたこと。第 2点 は、江戸時代の盛 り土に半ば埋 もれた未

確認の古墳一基を検出し、 7世紀初頭の特徴的な石室の在 り方を解明することができた点にある。

当調査地周辺の開発は、1650年代に行われた松山藩主松平定行による隠居所の造営以降、本格化す

る。加藤家の転封、蒲生家の断絶の後、この地に入った松平 (久松)家の初代にあたるこの人物の存

在は、その後の松山藩政史に大きな影響 を与えることになる。その定行によって東野に造られた別邸

が後に「東野御殿」 と呼ばれるもので、庭園施設の一部 として造られた「お山池」の側には、多くの

茶屋や御殿が建てられていたという。明治維新の後、敷地の大半は松平家の手を離れ、県や民間の所

有地 となつた。現在、県有地の一部には県の関連施設が建てられているほか、古墳群が現存する池の

周囲については、その一部が県指定史跡 として景観の保全がなされている。

調査の着手当初は、調査地内にある「丘陵」を自然の丘であると誤認 していたが、調査が進展する

につれて、盛 り土による堤であることが判明した。調査地北端に位置する「盛 り上」部分は、お茶屋

台古墳群 8号墳 として県がまとめた古墳台帳にも登録されているものであるが、これについても池の

堤 と同一工程で造られたものであることが判明した。この「盛 り上」部分の頂上部からは、祭祀に用

いられたと考えられる土師器の皿が複数個体、さらに寛永通宝が数枚出土 した。これらの遺物は、頂

上部 もしくは堤 との接点の谷部において、攪乱土中から散乱した状態で検出されたことから、どのよ

うな状況のもとにおいて使用されたものか、その詳細は明らかではない。ただし、出土した銭の内、

判読可能なもの 3点が、1650年代までに鋳造された「古寛永」と呼ばれる書体が用いられていること

と、調査地のほかの場所からは出土していないことなどから、盛 り上部分 と土師器の皿、寛永通宝は

密接な関係にあったものと理解している。堤完成後の祭祀の場 として設定されたのが「盛 り上」部分

ではないかと考えている。

―- 28 -一



県指定史跡

「東野お茶屋跡」

江戸時代に築かれた池の堤の一部を掘削し、

H号墳の墳丘斜面などを検出した段階の

全測図である。

東野お茶屋台遺跡 5次調査地

図 2 調査地測量図
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靴④

東野お茶屋台遺跡 5次調査地

イ,1
(  ｀

ォⅢ弘 タ

図 3 11号墳石室平面図

第 1石室

第 I石室

石積 み

=三

三三こ三こと、 4

第 1石室床画出上須恵器 (S=十 :8)

O           1          2m

(S=I:40)

第 3石室
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東野お茶屋台遺跡 5大調査地

この他の江戸時代の遺構 としては、11号墳周辺の調査地南部に位置する池の排水に関わる一連の施

設が挙げられる。排水路001は 、11号墳の墳丘の南斜面を回り込む位置に設定されている。この水路は、

池からあふれ出た水を流す為に設けられたもので、その半ばまで埋没していたが、大雨の際などには

現在でも機能しているものである。堤 と地山をV字形の谷状に掘削し、底に円礫を敷き詰め、両脇に

は花南岩の大きな石 を間隔を開けて配置している (写真 1)。 この石は、水を流す水路の壁の保護の為

だけでなく、むしろ装飾を意図したものであると考えられる。池の水があふれた際の排水施設 として

は、当初、排水路002と 石組み001が設定されていた。この水路は、堤の盛 り上を最大で深さ 3m以上

にわたって掘削し、最終的に石組み001に 至るものと考えられる。この石組みから先には、溝の続きは

延びていないことから、石組みの部分において水を比下にしみ込ませる構造であったものと考えられ

るが、何 らかの不都合により最終的に埋め戻され、古墳を回り込む排水路001に付け替えられたようで

ある。堤の高さは、調査地の中央部において旧地表面から約 7mに も達 している。南に向か うにした

がって、徐々にその高さを減 じ、調査地南端において新たに確認された11号墳が構築されている丘陵

部に連結する。したがって、堤の構築によって11号墳は部分的に覆い隠されていたわけである。

H号墳は直径20数 mの円墳であると考えられる古墳で、 3基の石室が検出された。墳丘の構築 と同

時に造られたのが第 2石室 と第 3石室の 2基である。その後、第 2石室が使えな くなる事情が生 じた

ので、穴を掘って石室の基底部の一部や床面を除 く大半の石材を抜き取 り、平均で20cm程度の厚さに

粘土を貼って第 1石室の床面を造っている。第 2石室の床面はきれいに片付けられているため、土師

器片 1点 を除いて遺物は出土 していない。この第 2石室の床面を基礎 として活用しながら、第 1石室

の基底石の一部が設置されているのだが、それらの石は第 2石室の基底石 と比べて大きく、石材の広

い面が石室の壁面となるように配置されている。このように新旧 2基 の石室を比較すると、石材の使

用のあり方に大 きな差異が認められる。

第 1石室の入 り田部分の構造は、スロープ状の短い「墓道」を通って階段状の石積みを降 りて玄室

内に至る形が採 られている。調査時に天丼石は失われていたが、石積みが施されている墓道の側壁部

分には、基本的に天丼石は架からないものと考えられている。したがって羨道 と呼べる場所は、閉塞

部の石積みが行われている箇所のみということになる。他の石室の例では、この箇所の側壁部分に袖

が造 り出されたり玄門立柱が設けられるケースもあるが、この石室の場合、無袖の形状が採用されて

いる。第 1石室よりも下位に位置する第 2石室の墓道は、前者 と同様にスロープ状の構造で、地山を

削 り出すことによって形成されている。この墓道部分の掘削は、第 2石室を構築する際の墓壊を掘る

工程 と同時に行われたようである。その後、穴を掘って石材が抜き取られ第 1石室が構築されるが、

その段階の墓道面は前段階の墓道埋上を削って設定されている。閉塞の石積みはこの面に置かれてい

る (写真 6)。

第 2石室および墳丘と同時に構築された第 3石室は、非常に規模が小さなものである。側壁はひと

つの石か上下 2段積みで形成され、板状の 3枚の天丼石が載せ られていた。第 2石室に近接する木口

面の石材が小さく、天丼石 との隙間を角礫で埋めた構造になっていることから、こちら側が入 り回と

して意識されていた可能性がある。したがって、箱式石棺あるいは小竪穴的なものではな く、横穴式

石室の一形態であると理解 しておきたい。なお、この石室の内部は、天丼から10cm程度の空間を残 し

て、親指の先大の円礫を大量に含む土砂によって均―に埋められていた。これらの小礫は、天丼石を

固定する際にも隙間に詰められてお り、外部か らの流入ではな く、円礫そのものが埋納されたもので
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東野お茶屋台遺跡 5次調査地

ある。何 らかの行為に使用された特別な小礫が、第 2石室の基底石を設置する段階に、小型の石室に

納められたものと考えられる。

小結 第 1石室において埋葬が行われた年代は、床面から出土した須恵器の形状から、 6世紀末から

7世紀初頭前後であると推預1さ れる。棺台である可能性が高いい くつかの礫の配置から、遺物が集中

する右イ民↓壁沿いに一体の埋葬が行われたことは確実であるが、左狽1壁恨1に も候補 となる礫が位置する

ことから、複数回の埋葬が行われた可能性 も否定できない。ただし墓道埋土の観察からは裏付けが と

れていない。なお、第 1石室からは、 2点 の銅製の耳環のほか、鉄斧 1点 、鉄鏃 3点が出土 したが、

鉄釘は一本 も出上 していない。松山市北梅本町の葉佐池古墳 (年報Ⅷ )に おいて鉄釘を使用 しない組

み合わせ式の木棺の実例が知られているので、これと同様の形態の埋葬が行われた可能性が高い。

(橋本 )

排水路001完掘状況写真 |

―- 32 -―
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東野お茶屋台遺跡 5次調査地

潔
津

写真 2 調査地全景 (西 より)

∬

写真 3 日号墳 と江戸時代の遺構 (北北西より)
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東野お茶屋台遺跡 5次調査地

写真 4 H号 墳第 I石室床面検出状況 (南 より)

写真 5 石室の重複状況 (南 より)
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東野お茶屋台遺跡 5次調査地

写真 6 第 1石室階段状石積みと第 2石室墓道

写真 7 第 3石室と第 |。 第 2石室 (北 より)
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構味
生
局木遺跡 4次調査地

所在地

期 間

松山市博味 2丁 目2781・ 5

平成 7年 10月 11日 ～

同年12月 11日

462m2

河野史知 。相原秀仁

図 1 調査地位置図

経過 本調査は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の「No81樟味遺物包含地」内における宅地開発

に伴 う事前調査である。調査地は石手川左岸の洪積世扇状地上の標高41m前後に立地する。周辺では

これまでに構味遺跡 (愛城大学農学部)を はじめ、構味四反地遺跡、構味立添遺跡、博味高木遺跡 1～

3次調査、東本遺跡など数多くの調査が行われ、弥生時代から中世にかけての遺構や遺物が多数検出

されている。特に調査地の北東約150mの構味立添遺跡では、中国古代貨幣である『貨泉』が中四国で

は初めて出土 している。また、南方約40mの博味高木遺跡 3次調査においては「船」を描いた線刻画

土器など貴重な資料が出上 している。

遺構・遺物 基本層位は、第 I層耕作土、第 H層床土、第Ш層責灰色シル ト (地山とよばれるもので

あり、この面において遺構を検出した)である。

検出された遺構は主に、古墳時代から近世 までのものである。古墳時代は土坑 8基、柱穴12基 を検

出している。SK2は 平面形は円形、断面形は皿状を呈 し推定直径3.6mを 測る。SK3は SR3に 大

半を切 られた状態で検出した。残存状況は一辺が約 4mの隅丸方形プランの様相 を呈 している。出土

遺物は、上面より須恵器の高不、ガラス玉が出土 している。古代は自然流路 3条、土坑 4基 を検出し

てお り、 SR3の 床面よりSRl・ 2を 検出した。石手川の支流 とみられるSRl。 2は 調査区西側

にて合流している。SRl内 から多数の礫が検出された。近世は枡列 1条 、土坑 2基、集石遺構 1基 、

溝 3条、柱穴 6基 を検出してお り、この集石遺構上面より藁で束ねられた寛永通賓10枚 (古寛永 1枚 、

新寛永 8枚、不明 1枚 )が出土 している。

小結 古墳時代の土坑であるSK2は 規模・残存状況より円形の竪穴式住居 l■、 SK3・ 9は隅九方

形の竪穴式住居l■の可能性が考えられる。古代においては、8世紀代の集落に関連する土坑は SRl・

2が機能する以前に埋没したことが考えられる。 SRlは 暗渠状の施設があったことも想定できる。

その後、氾濫によりSRl・ 2が崩壊し、大きな自然流路 SR3が形成されたのであろう。このSR

3は 、8世紀中頃まで機能していたことが推測できる。なお、自然流路内からは線刻画土器が出土し

ている。この土器は弥生時代後期に属する広口壺の口縁部内面に、格子状の広が りをもつ線刻がなさ

れており、これが何を意味しているか現在のところ不明である。

近世の溝に付随する棚列、その棚列に直交する円形の上坑 (S K01・ 02)や集石遺構 (S X01)の

関連性も含め、その性格を探ることが、今後の整理上での課題となるものである。    (河 野 )
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図 2 遺構配置図
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博味高木遺跡 4次調査地
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臨 遮
fi4''言 1豪:雛;

写真 I SRI礫 出上状況 (北東より)

写真 2 第 2面遺構完掘状況 (北東より)
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桑原田中遺跡 3次調査地

タ ナカ

所在地

期 間

松山市桑原 5丁 目5592、

平成 7年 11月 10日 ～

平成 8年 1月 12日

896m2

山本健―・武正良浩

積

当

面

担

図 I 調査地位置図

経過 本調査は「No82束本遺物包含地」内における宅地開発に伴 う事前調査である。本調査に先立つ

試掘調査の結果、土坑状遺構、溝、柱穴、土師器、須恵器等、古代から近現代にかけての遺構及び遺

物を確認した。そのため、当該比における遺跡の取 り扱いについて文化教育課 と地権者は協議 を行い、

開発によって失われる遺跡について、記録保存のために発掘調査を実施することとなった。

本調査地に近接する桑原田中遺跡 1次及び 2次調査地からは、掘立柱建物址、土坑、溝等が確認さ

れている。よって本調査は弥生時代から中近世にわたる集落構造解明を主目的とした。

遺構 。遺物 検出した遺構は掘立柱建物址 1棟、溝10条、土坑10基、柱穴59基、性格不明遺構 8基で

ある。掘立柱建物址は調査区南側中央に所在 してお り、10基の柱穴を確認した。規模は、 2× 4間の

東西棟で桁行長7.7m、 梁行長3.3mを 測る。柱穴プランは、楕円形 と不整円形である。各柱穴とも埋

土は灰茶色土で柱痕は確認されなかった。なお各柱穴の基底部からは根石が検出されている。出土遺

物は、柱穴 (SP6)の 基底部から銭貨が一枚検出された。腐食の為、銭文の判読は不可能であった。

また検出された土坑10基の内 4基から土師質土器のlThが出土した。

小結 本調査において検出された遺構 。遺物は、概ね 3時期に分けられる。

1.中世 土坑 S K10か らは土師質土器のlTh、 皿、小皿がセットで出上した。松山平野の上師質土器

編年を考える上で好資料 (一括資料 )と なる

ものである。また、 SK7、 8、 9か らは同

形状の土師質土器の小皿が 1点ずつ出上 して

いる。

2.中近世 遺構の切 り合い関係から土坑 S

K7、 8、 9、 10よ り後出するのが 1号掘立

柱建物址である。柱穴か ら銭貨が出土 したこ

とより建立時に「地鎮め」の祭祀が行われた

可能性がある。

3。 近現代 調査区内において随所に粘土の

抜き取 り痕が見受けられた。しかし、詳細な

H.33700m

I 耕作土 (H～ 50cm)

Ⅱ 茶色粗上 (6～ 1 04cm)

Ⅲ  旧耕 作 上 (2～ 20cm)

Ⅳ 茶褐色土 (5～30cm)

V 暗灰茶掲色上 (6～32cm)

Ⅵ 淡黄茶色粘質土 (3～32cm)

Ⅷ 明青灰色粘質砂 (3～22cm)

Ⅷ 灰色粗砂 (10～ 42cm)

時期については不明である。 (武正 )
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図 2 基本層位図 (S=I:40)



桑原田中遺跡 3次調査地

図 3 遺構配置図

0              5m

(S=I:150)
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桑原田中遺跡 3次調査地

写真 I 完掘状況 (北 より)

|

―- 42-一



桑原田中遺跡 3次調査地

写真 2 調査区南側完掘状況 (北 より)

写真 3 掘立 I(西 より)
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クテ

ノロ
療
釜 遺跡 8次調査地

積

当

面

担

所在地

期 間

松山市小坂 4丁 ロト2811、 2他

平成 7年 12月 1日 ～

平成 8年 3月 21日

1,485m2

山本健―・相原秀仁

図 1 調査地仕置図

経過 本調査は、民間の土地開発に伴う事前発掘調査である。調査地は、松山市の指定する埋蔵文化

財包蔵地の「Nol13枝松 5丁 目遺物包含地」内にあたり、周知の遺跡として知られている。

本遺跡周辺では、東本遺跡・拓南中学校遺跡 。中村松田遺跡などの調査が実施されており、弥生時

代の集落が存在していたことが明らかになっている。調査は、枝松 。小坂地区の広い範囲にみられる

集落の西南地域の広がりや集落構造の解明を主目的に実施された。

遺構 。遺物 調査地は、石手川左岸の標高26.Om前後に立地し、調査以前は水田と駐車場であった。

遺構や遺物は地表下20cm～ 30cnの 間で確認された。

調査地の基本層位は、第 I層表上、第H層床土、第Ⅲ層旧耕作土、第Ⅳ層包含層 (中世 )、 第V層 一a暗

灰黄色土、第V層 ―b灰黄色上、第Ⅵ層茶褐色上、第Ⅶ層―a浅黄色土 (AT火山灰 2次堆積 )、 第ⅥI層 ―

b乳褐色土 (AT火山灰 1次堆積 )、 第ⅥH層 オリーブ灰色上である。遺構は第Ⅵ層上面で検出した。

検出された遺構は、弥生時代から中世までのもので竪穴式住居址 4棟、掘立柱建物l■ 2棟、土坑 1

基、貯蔵穴 1基、溝 7条、柱穴31基他である。

SB2は 、直径約5.5mの 円形竪穴式住居址で、3カ 所に張 り出し部が設けられた花弁型住屋の可能

性が考えられる。この住居の主柱穴は 5本柱で構成され、内部施設として中央部に炉をもつものであ

る。このような平面形の住居址は、県内でも数例しか確認されておらず非常に珍しいものである。S

B3は隅九方形を呈し、1辺約 5m規模のもので内部施設として中央部に炉が設けられている。なお、

住居内からは焼土や炭化材が検出された。柱穴の数よりこの住居は 4本柱で建っていたと考えられる。

また、症材が柱穴から良好な状態のままで出土している。両者の竪穴式住居址からは弥生土器、石庖

丁、ガラス玉が出上している。

SKlは 円形の上坑で直径74cm、 深さ46cmを 測る。遺物は、弥生時代後期の甕形土器の他に種子、

呆実の核、炭化米が出土した。これらの遺物から貯蔵穴と考えられる。

遺物の中で特に注目されるものの中にSD3出上の破鏡(中国鏡)がある。鏡の大きさは6.lcm× 1.lcm、

厚みが2.55mmであった。

小結 今回の調査で弥生時代後期の集落が広い範囲で存在することが明らかになった。さらに破鏡が

出上したことにより、弥生時代後期における松山平野の主要な集落のひとつであることを確認するこ

とができた。SB2の張 り出し部の機能については判然としないが、弥生時代の住居構造研究の上で、

貴重な資料を得ることができた。またSKl出上の植物遺体、住居の炭化材、柱材、土壌の分析をす

ることにより、当時の食生活や自然環境が復元されるものと思われ、現在調査中である。 (オロ原 )
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釜ノロ遺跡 8次調査地

図 2 遺構配置図
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釜ノロ遺跡 31次調査地

SB2測 量図
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H. 25′ 700m

黒色土 (明褐色粒混入)

黒色上十切掲色土 (S=|:80)

図 3



釜ノロ遺跡 8次調査地

SB2貝占り,末検 出メ犬況 (引しより)

SB3貝 占り,末 検 出】犬況 (ヨしより)
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写真 2



石井幼稚園遺跡 2次調査地

積

当

面

担

|

|
|
|

|

|
|
|

|
|
|

|

|

||

L

イシ イ ヨウ チ エン

所在地

期 間

松山市西石井町41

平成 7年 4月 24日 ～

同年 7月 4日

884m2

梅木謙―・宮内慎一

水本完児

図 1 調査地位置図

経過 本調査は、西石井町に所在する石井幼稚園の運動場建設に伴う緊急調査である。調査地は松山

平野中央部に広がる重信川の氾濫原上、海抜21mに 立地する。石井幼稚園遺跡 (栗 田茂敏1994)は 1985

年に 1次調査が行われ、古墳時代から中世の遺構・遺物が検出され、同時代の集落の存在が明らかに

なっている。

遺構・遺物 調査地の基本層序は、第 I層表土 (耕作土+水田床土 )、 第H層黒色シル ト (包含層 )、

第Ш層責褐色シル ト (包含層 )、 第Ⅳ層黒褐色シル ト、第V層茶褐色砂、第Ⅵ層灰色砂礫である。第V

層と第Ⅵ層は重信川の氾濫により形成されたものである。第H層 は古墳時代の遺物包含層である。第

Ⅲ層は細分され第Ш①層は弥生時代の遺物を包含している。

遺構は第Ш①層上面と第Ш②層上面で検出した。第Ⅲ①層上面では竪穴式住居址 1棟 (古墳時代中

期 )、 掘立柱建物址 3棟 (古代～中世 )、 土坑 5基 (SKl:中世、SK2～ 4:弥生時代後期、SK

5:時期不明 )、 土器溜 り1基 (弥生時代後期 )、 柱穴81基 を検出した。また、第Ⅲ②層上面では柱穴

1基 を検出している (図 2)。

竪穴式住居l■ SBlは調査区外に続 くが、平面形態は方形になるものと考えられる。屋内施設は貼

り床を検出したが、炉・壁体溝・主柱穴は未検出であった。土坑 SK2は 完形品の甕 2点が出土して

おり、貯蔵施設の性格をもつものである。 1号掘立柱建物l■は 3間 × 5間の東西棟で、床面積は36m2

である。 2号掘立柱建物l■は 3間 ×3間の東西棟で、床面積は約25,2m2である。 3号掘立柱建物l■は

南北 3間 、東西 1間分を検出し調査区外へ続 く。床面積は6.38m以上である。

遺物は遺構内及び第 H。 第Ш①層中から出上し、弥生時代後期の上器と石器 (石庖丁 )、 古墳～中世

の上師器と須恵器、陶磁器がある。

小結 本調査においては弥生時代から中世に至る遺構と遺物を確認することができた。今回の調査は

1次調査では確認できなかった弥生時代後期の資料を得ている。当地域に弥生時代後期の集落が存在

していたことを新たに示すものである。古墳時代の竪穴式住居址 SBlは 、 1次調査においても同時

期の住居址が検出されており、当地域の古墳時代中期における集落構造解明の追認資料になるもので

ある。古代～中世にかけての掘立柱建物址の検出は 1次調査にはみられなかったものである。なお、

1次調査検出の10世紀代の溝は当調査地では確認できなかった。
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石井幼稚園遺跡 2次調査地

図 2 遺構配置図
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石井幼稚園遺跡 2次調査地
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図 3 SK2測 量図・ 出土遺物実測図
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石井幼稚園遺跡 2次調査地

写真 1 完掘状況 (北 より)

写真 2 SK2遺 物出土状況 (南 より)
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キタ ク  メ ジョウレン ジ

北久米浄蓮寺追跡 5次調査地

所在地

期 間

面 積

担 当

松山市北久米町703番地

平成 8年 2月 15日 ～

同年 3月 31日

252rギ

河野史知・武正良浩

図 I 調査地位置図

経過 本調査は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の「Nα124耳ヒ久米遺物包含地」内における宅地

開発に伴 う事前調査である。調査地は、来住台地から福音寺にかけての低丘陵地上の標高31.5mに立

地する。

調査地周辺ではこれまでに、北西に国道11号線バイパス建設に伴う発掘調査や福音小学校構内遺跡、

筋違遺跡、南東の来住台地には、久米高畑遺跡群、来住遺跡群など有数の遺跡地帯があり、弥生時代

から古代にかけての遺構や遺物を多数検出している。また、隣接する北久米浄蓮寺遺跡 1～ 4次調査

においては古墳時代から古代に至る集落に関連 した遺構・遺物を多数検出している。

遺構 。遺物 調査地は調査以前は水田である。基本層位は、第 I層耕作土、第 H層床土、第Ш層明責

色シル ト (北側は小礫を多く含む)の地山であり、旧地形は西側へ緩傾斜をしていたことが窺える。

検出された遺構は古墳時代から中世のもので、掘立柱建物l■ 5棟、竪穴式住居址 1棟、土坑 1基 、

溝 3条、柱穴28基 、小穴36基 、倒木痕 6基、性格不明遺構 5基 を検出した。

竪穴式住居址 SBlは 、建物の大部分が調査区外へ延びてお り、倒木 3を切 り、掘立 3。 4に切 ら

れている。平面形は隅丸方形を呈 し、規模は南北5.5m、 東西2.2m以上、壁高は10Cmを 測る。主柱穴、

周壁溝等の施設は未検出である。

掘立 2。 3の 主軸は真北より西へ11～ 12°振ってお り、柱穴の規模が70～ 100cmの 大型のものに対 し、

掘立 1・ 5は主軸が西へ26～ 39°振 り、柱穴の規模が35～ 80cmである。他に、主軸がほぼ真北で柱穴の

規模が30～ 65cmの小型のものに分けられる。掘立 1は 2× 3間 の南北棟であるが、他は調査区外へ延

びてお り規模は不明である。時期決定の出来る遺物は掘立 2よ り6世紀後半の須恵器のlTh身 片が出土

している。

SXlは 平面形が長方形で、東西に長 く浅い人為的な遺構であり、床面に凹凸がみられる。

SDlは 、 2次調査で検出した南北の正方位 を指向する区画施設である溝のつなが りであり、北側

は調査区外へ延びる。

小結 今回の調査では、当地域における古墳時代中期から中世にかけての遺構を検出した。掘立柱建

物址の時期は古墳時代後期であり、掘立 2・ 3は柱穴の大 きさに比較 して柱痕は小さい。 SXlは 、

中世期における家畜の水飲み場 として使用していたことも考えられる。これらのことから浄蓮寺地区

で見られた集落の北西部への広が りを確認することができた。今後の課題 として、掘立柱建物址の詳

細な重複関係を検討する必要がある。
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凱①

北久米浄蓮寺遺跡 5次調査地

遺構百E置図
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図 2



北久米浄蓮寺遺跡 5次調査地

写真 1 遺構検出状況 (南東より)

遺構完掘状況 (東 より)
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写真 2



北久米浄蓮寺遺跡 5次調査地

写真 3 SBI完 掘状況 (北 より)

写真 4 掘立 2～ 4完掘状況 (北 より)
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乃万の裏遺跡 2次調査地

所在地

期 間

松山市北久米町7731外

平成 7年 7月 17日 ～

同年11月 24日

2,475コド

栗田茂敏 。加島次郎・小玉亜紀子

図 I 調査地位置図

経過 本調査は、宅地開発に伴う事前調査である。調査地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の

「Nol16川付遺物包含地」内にあたり、周知の遺跡地帯として知られている。本調査地は、松山平野

の主要河川である重信川の中流右岸を東から西へ流れる川附川や小野川によって形成された扇状地問

の洪積台地上の標高27m前後に立地する。同包蔵地内ではこれまでに、福音小学校構内遺跡や筋違遺

跡 (A～ J)な ど多くの調査が実施されている。また、調査地の東には 5世紀～ 7世紀段階の集落遺

跡である北久米浄蓮寺遺跡が位置している。既往の調査成果から、当地周辺では弥生時代から中世に

かけての集落遺跡が存在していたことが明らかとなっている。本調査は、弥生時代から中世にわたる

集落関連遺構の広が りと、各期の集落構造の解明を主目的に実施した。

遺構 。遺物 調査地は、調査以前は耕地整備された水田であった。基本層序 (図 2)は 、第 I～Ⅲ層

までが現有の水田にかかわる土層であり、地表下40～ 60cmま で開発が及んでいる。この第III層 までを

重機による掘削で除去している。

第Ⅳ層 (灰褐色土)は弥生～中世の遺物包含層であり、層厚15～ 20cmを 測る。本層上面で、中世以

降の比較的新しい時期の遺構を検出している。第V層 (黒褐色シル ト質土)は弥生後期～古墳時代の

遺物包含層であり、層厚30～ 35cmを 測る。本層上面で古墳～中世の遺構を多数検出した。第Ⅵ層 (黄

褐色シル ト質土)は 「地山」と呼ばれる層であり、人力によって深掘 りをおこなったが遺物は出上し

なかった。本層上面では弥生～古墳時代を主体 とする遺構 と旧河川を検出した。なお、第v層の調査

中に、遺物集中地点 (SX5)を検出し多量の遺物を確認している。

弥生時代の主要遺構は、区画溝 (S D10)、 遺物集中地点 (SX5)、 旧河川 (SRl)で ある (図

3-1期 )。 S D10は 、遺存は良好ではなく、後述するS Dllに 大きく切られる。幅 6m以上を測 り、

埋土から判断して、恒常的に流水があったとは考え難い。遺物は、土器が溝の西端から比較的まとまっ

て出上した。SX5は 、面的に遺物の集中が認められたところである。遺物は、調査区東端付近で11

m× 7mの範囲に集中しているが、遺物に伴う人為的な掘 り込みは認められない。遺物は、拳大の円

礫とともに多量の破砕した土器が出土した (図 4)。 甕と壺を主体 として鉢、高17h、 器台、支脚が伴う。

SRlは 、東西に走る幅10mを越える旧河川である。洪積台地端に沿うかたちで旧河川が東西方向に

流れていたと考えられる。旧河川埋没上である砂礫土からは、磨減の著しい弥生土器片、土師器片、

須恵器片等が分量に出土したが、その多くは小破片であった。このことからSRlは弥生後期から古

墳後期にかけて機能していたと理解できる。 S D10、 SX5は弥生後期後半段階に位置付けられる。

古墳時代の主要遺構は、区画溝 (SD9。 S Dll)、 性格不明遺構 (S X12・ S X13)、 SRlであ

積

当

面

担
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1期 (弥生時代後翔 )

3期 (古代～中世)

乃万の裏遺跡 2次調査地

図 3 遺構の変遷図 (S=|:320)

I層

Ⅳ層       、    翼重舅露

V層        罠轟繭舞

Ⅵ層
     M

図 2 基本層位図

4期 (中 世以降)
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乃万の裏遺跡 2次調査地

る (図 3-2期 )。 S Dllは 幅1.4～ 5.6mを 測 リー定 していない。埋土は拳～人頭大の円礫を含む砂礫

上で構成されてお り、洪水のような土石流的な流れによって本遺構が埋没したと考えられる。埋土中

から磨減した弥生土器片、土師器片、須恵器片が出土 し、特に須恵器片が多く認められた。また、完

存で出土 した翡翠製の丁字頭勾玉は注目すべ き遺物 として挙げられる。性格不明遺構は、いずれも須

恵器片が多量に出土 した不整形の上坑状の遺構である。これらの古墳時代の遺構は、 6世紀後半～ 7

世紀段階に位置付けられる。

古代～中世の遺構は、 1号掘立柱建物址 (掘立 1)、 土坑群 (SKl～ 6)、 小溝群 (SD3～ 8)

である (図 3-3期 )。 掘立 1は 、梁間、桁行 ともに 1間の建物である。梁間2.4m、 桁間31mと 小規

模である。建物を構成する4基の柱穴からは出土遺物が認められず、埋土 と規模から時期 を想定 して

いる。上坑群は、調査区の中央北寄 りに 6基 を検出している。形態や規模に大きな差異は認められず、

また、分布範囲が限定するが、切 り合い関係にはないことから計画的に構築 されたことが考えられる。

土坑に伴 う遺物はわずかしかみられないことから、遺構の時期や性格 を特定することは困難である。

小溝群は幅 lm前後の規模 を有する。南北方向を指向する溝は、田畑に水を引 く小規模な水路の可能

性がある。 SD3か らは土師器の三足付 き羽釜片が出上 している。

中世以降の遺構は、第Ⅳ層上面で検出された、性格不明遺構 (SXl・ 2)、 小溝群 (SDl・ 2)、

柱穴群 (SPl～ 6)である (図 3-4期 )。 SXlは 方形プランの土坑状遺構で、南西部に幅の狭い

小溝が取 り付 くものである。埋土の堆積状況から2次的に埋め戻された可能性が高 く、本来は溜め池

として機能 していたことが考えられる。

包含層からは多量の遺物が出上 している。遺物には弥生土器 (後期 )、 土師器、須恵器、瓦器のほか

に、石庖丁、刀子、瓦、貿易陶磁器等があり、本調査地を含めた周辺地域が弥生後期～中世の複合遺

跡 として機能 していたことが理解される。

小結 本調査において、弥生～中世にわたる遺構 と遺物を確認することができた。このことは当時の

人々が積極的に土地開発をおこなったことを示 し、既往の調査 を裏付けるものであった。弥生時代の

遺構は、いずれも該期の景観ならびに集落構造を考える上で有効な資料 となるものである。 S D10や

SX5は 、福音小学校構内遺跡で検出された SD3や 土器溜 りと有機的な関係にあるものと考えられ

る。これらの遺構から出上 した多量の上器は、近年精力的に進められている該期の上器編年 を考える

上で有効な追加資料 となるものである。確認された二層の遺物包含層から弥生後期 と古墳後期に時期

比定されるものが多く出土 している。これは、多量の余剰生産物を生み出せる拠点的な集落が該期に

当地周辺に存在 したことを示唆するものである。さらに、古代～中世の遺構 と遺物の存在は、古墳時

代以降も継続して土地開発が行われていたことを示 している。

なお、本調査の詳細は報告書にておこなうものとする。 (力Π島)
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乃万の裏遺跡 2次調査地
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図 4 SX5出 上遺物実測図
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乃万の裏遺跡 2次調査地

写真 |

SX5遺 物出土状況遠景

(東 より)

写真 2

SX5遺 物出土状況近景

(北西より)
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乃万の裏澄跡 2次調査地

写真 3

S D10検 出】犬況

(南 よ り)

写真 4

調査地全景

(南西より)

と_____
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ク  メ タカバタケ

積

当

面

担

久米高畑遺跡24次調査地

所在地

期 間

松山市南久米町7231外

平成 7年 4月 4日 ～

同年 5月 31日

約995m2

橋本雄―・小笠原善治

図 1 調査地位置図

経過 病院の病棟建設に先だって、国庫補助事業 として発掘調査を行った。調査地′ミは、平成 6年度

に調査 を行い弥生時代の大溝が検出された同23次調査地 (年報Ⅶ )の東50m付近に位置する。西方約

150mに は、久米官衛遺跡群 を構成する官衡関連遺構が位置しているほか、南には方一町規模の区画溝

によって囲われた二重の概列である「回廊状遺構」などが隣接 している。また、付近は弥生時代の遺

構・遺物の密度が高いことでも知 られてお り、今回の調査は官衛遺跡群および弥生集落の周辺部への

広が りかたを知る目的で実施された。

遺構 。遺物 官衛遺跡群 との関係を積極的に説明できる遺構や遺物は、ほとんど確認されなかった。

ただし、調査区の北東部で検出された掘立001に ついては、その方向性がほぼ正方位に対応することと、

平面形状が梁間 2間 の東西棟であることなどか ら、官衡成立期前後のものである可能
′性が高い。調査

区の南東部にも多くの柱穴が認められる事から、この時期の建物が東側隣接地にかけて広がっている

可能性 も考えられる。

この他、古墳時代後期の遺構 としては S B001・ 002・ 003が確認された。 S B 003か らは、 6世紀後

葉の須恵器の邪身の破片が出土 している。住居の床面付近が僅かに遺存 していたものである。S B001

と002は 、ともに方形で、掘 り方の底面から 5 cm程度の厚さに粘土質の土を貼 り床された状況が確認さ

れた。壁材の痕跡は識別できなかったが、壁の押さえに使用されたと考えられる土層も確認されてい

る。両者の間には新旧の関係があるものと考えられるが、切 り合い関係が認められないことから判断

できなかった。

弥生時代の遺構 としては、長方形の土坑10数基の検出が特筆される。近年掘 られた多数の攪乱坑の

存在のため、正確な数は特定できないが10基 を越えていることは確実である。最大規模の S K015(図

3)の場合、長軸の長さ3.6m、 短軸の長さ1.8m、 地山上面からの深さは0.4mで、長軸線上に一対の

小ピットが掘 り込まれている。この場合、ピットは土坑の下場のライン上に一致するように掘 られて

いるので、上場のラインがやや外恨Iへ膨らんでいる状況が認められた。この一対のピットは S K001に

おいても認められるが、この場合、掘 り方に接する位置もしくは、やや外側に掘 り込まれている。こ

の他にも同様のピットの存在を復元可能な土坑が有ることに加えて、過去の隣接地における調査の際

にも同じ特徴を持つ土坑がいくつか検出されていることから、 2本の柱によって支えられる上部構造

を伴っていた可能性が考えられている。この上坑には他のものと同様に、下半部にはブロック状の地
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久米高畑遺跡24次調査地

来住廃寺 5次
「回廊状遺構」

※年報Ⅶ・ P59の 図 3に接続する。

※28次～30次調査は、平成 8年度中に実施の予定である。

図 2 調 査区位置 図

た　　期（い中）
南久米公園
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久米高畑遺跡24次調査地

山混 じりの上、上半部には混じりの少ないやや黒味の強い上が堆積 していた。土は概ね水平に堆積 し

てお り、流れ込み状の上層が確認されたのは調査区北部に位置する S K020の 1基のみであった。

この長方形土坑の特徴のひとつに、比較的狭い範囲に群れた状態で検出される点をあげることがで

きる。少な くとも7基 を越える数の土坑が、調査地の西壁沿いにおいて部分的に重複するか極めて近

接 した状況で検出されている。一方、調査区の中央から東にはほとんど分布 していない。この状況は、

この上坑の性格 を考えるうえで重要な視点 となる可能性がある。また、その方向性について着目する

と、大 きく2群に区分可能である。S K015や S K001に 代表される長軸が東西方向のものと、S K006

や S K013な どの南北方向を向 く土坑が近接 して掘 り込まれているのである。これは、特定の目的のも

とで、ある程度長期にわたって一定の区域が選ばれたことを示 しているのではないか と考えられる。

問題となるのはその性格であるが、当該地域の一般的な住居址の床面よりも明らかに深 く掘 り込ま

れたうえ、覆い屋も伴う可能性があることから、貯蔵施設あるいは作業小屋的なものを想定しておき

たい。しかし後者の場合、住居址のレベルと比較してこれほど深 く掘る必要性を説明できないことか

ら、ここでは前者の可能性を考えておきたい。なお、墓である可能性についても検討したが、そのよ

うな痕跡は一切確認されなかった。先に述べた配置の在り方も、弥生時代の墓に特徴的に認められる

状況とは異なっている。

いずれの上坑からも、遺物は少量しか出土していない。

´
乱

′
Jヽ ビット

A

385m

38 0

黒褐色上 (75YR 3/1)
褐灰色上 (75Y R 4/1)
掲灰色土 (75Y R 4/1)

ヤ
三二十

― ―
―

/

地山の粒を 1%含む。

ブロック状の地山を10～20%含む。

②に比へ、やや大粒の地山を含む。

図 3 S K015測 量図

0           1           2m

(s=|:40)

①

②

③
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久米高畑遺跡24次調査地

図 4 遺構配置図
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(S=1:200)

※メッシュは国土座標第Ⅳ座標系に対応する。
※スクリーン・ トーンは、撹乱を受けている箇所を示す。
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久米高畑遺跡24次調査地

小結 これらの土坑 を、貯蔵のための施設 として理解 しようとする場合、西側に隣接する同23次調査

地ならびに引き続いて調査された同25次調査地 (図 2)に おいて検出された大溝 との関係が問題 とな

る。25次調査では、 2条 の大溝が平行に位置 し、その間の空間と溝の東側区域に長方形土坑が多数分

布する状況が明らかにされている (P69。 図 2)。 一方これらの土坑は、溝の西側には存在 しないこと

から、その分布範囲は大溝によって規定されているものと考えられる。したがって将来的には、「環濠」

によって回われた区域内に貯蔵施設が立地する「環濠集落」 としての位置づけを行 うことが可能にな

るかもしれない。その所属時期は、大溝出土の土器などから弥生時代前期末から中期の初頭頃を中心

とする時期であると考えられる。しかし、当該期の住居址の確認夕」がほとんど無いことに加えて、 2

条の大溝に時期差が存在するのか、あるいは同時併存の可能性があるのか不明なため、集落 としての

構造の把握 を行える段階には至っていない。平成 8年度中に、本調査地の南および西側に隣接する複

数の地点において本格調査が予定されているので、広範囲に展開するこの弥生時代の遺跡の全容解明

に向けて、総合的な祝点に立った整理作業を進めていきたいと考えている。 (橋本 )

関連文献 :橋本雄―・相原秀仁 1995「久米高畑遺跡23次調査地」『松山市埋蔵文化財調査年報』

平成 6年度 松山市教育委員会 。(財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

調査地全景 (北東より)写真 |

―- 66 -―



華

久米高畑遺跡24次調査地

S K006・ S KOII土層堆積状況 (南南東より)

,|=1圭

すII翠

SKO151
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ク メ タカバタケ

積

当

面

担

久米高畑遺跡25次調査地

所在地

期 間

松山市南久米7231他

平成 7年 7月 17日 ～

同年 7年 8月 31日

844コド

高尾和長・宮内慎一

図 1 調査地位置図

経過 久米高畑遺跡25次調査地は、松山市が指定する埋蔵文化財包蔵地「No127来住廃寺跡」にあた

る。同包蔵地のある来住舌状台地には、近年の調査で来住廃寺跡や大規模な回廊状遺構、官衡関連遺

構が存在 していることが明らかになっている。本調査地の南方300mに は、指定史跡の「来住廃寺」が

あり、調査により塔基壇や僧坊、自鳳期の瓦が確認されている。本調査地周辺でも多数の調査が行わ

れており、久米高畑遺跡 〔西尾幸則・池田 学 1989,1991〕 は、古代の官衛である可能性が高 くなっ

てきた。このうち『久米評』線刻須恵器が出土した久米高畑遺跡 7次調査地は注目されるところであ

る。また、本調査地に隣接する久米高畑遺跡23・ 24次調査地からは、古代の集落跡以外に弥生時代の

住居址、土坑、大溝など弥生集落に関連する遺構が多数検出されている。

まって、当該地における埋蔵文化財の有無と、遺跡の範囲やその性格を認識するため、原因者の協

力のもと調査を開始した。

遺構 。遺物 本遺跡は、松山平野東部に広がる来住舌状台地の北部域、標高39.2mに 立地する。本調

査では、掘立柱建物址 3棟 (掘立 1～ 3)、 土坑16基 (SKl～ 16)、 溝 2条 (SDl。 2)、 柱穴100

基を検出している。 SDl・ 2は 、弥生前期末～中期初頭の上器が出上しており、特にSDlか らは

甕形土器・壺形土器など夕量の上器が出上している。また、SDl・ 2は 、深さ、埋上が同じであり

出土遺物も弥生時代前期末～中期前半のものである。これらのことより、SDl・ 2は弥生時代中期

前半の同時期のものであると考えられる。その他の遺構については、出土遺物が少量であり時期決定

は難しい遺構もある。

小結 本調査で検出したSDlは 、調査区南側に隣接する23次調査地で検出した溝に続 くものである。

また、SD2は SDlと 平行に伸びるものと思われ、来住台地での弥生時代の大規模な集落の可能性

を示す重要な資料となるものであり、今後、調査地周辺の調査は細心な注意をはらう必要があると考

えられる。また、今回、土坑を16基検出した。そのうち、SDlと SD2の 間で15基 を検出した。そ

の中で時期比定できるのはSK5である。 SK5は SDlを切っていることと、出土遺物より弥生時

代中期前半～後半にかけての上坑と考えられる。その他の上坑についても、出土した小量の遺物と埋

土から考えるとSK5と 同時期の土坑と思われる。このような土坑は、24次調査地からも検出してお

り不明な点があり、今後の調査での解明が必要 と思われる。
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久米高畑遺跡25次調査地

0          5          10m

(S=I:200)
図 2 遺構配置図
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久米高畑遺跡25次調査地

|.黒色上 (黄色土混入)

2 黒褐色上 (黄色上混入)

3 暗褐色土 (黄色土混入)

4.褐色上

5.黒掲色土 (粘[強 )

6.責掲色上 (砂礫混)

7.黒掲色上

(砂礫混にⅣ層下の礫に酷似 )

8 暗褐色土

B′

H 38.50m

0                       5m

(S=|:100)
図 3 SDI測 量図
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久米高畑遺跡25次調査地

写真 1 遺構検出状況 (東 より)

-71-



キ  シ マチ

積

当

面

担

来住町追跡 6次調査地

所在地

期 間

松山市来住町5331

平成 7年 12月 11日 ～

平成 8年 2月 9日

385m2

栗田茂敏・加島次郎・小玉亜紀子

図 1 調査地位置図

経過 本調査は「Nα127来住廃寺跡」包含地における宅地開発に伴う事前の発掘調査である。調査地

は、松山平野東部の来住台地上、標高約39mに 立地している。台地上では、来住廃寺跡、官衛関連遺

構のある久米高畑遺跡群や来住町遺跡などが密集しており、縄文時代から古代にかけての遺構が数多

く確認されている。調査地点は来住廃寺跡の東方約200mに位置する。今回の調査は北側に隣接する 3

次調査との遺構のつながりを確認することを主目的として行った。

遺構・遺物 基本層位は以下のとおりである。第 I層造成上 (約 90cm)、 第H層褐灰色粘質土 (約 20cm)、

第III層 褐色粘質土 (約 10cm)、 第Ⅳ層暗褐色粘質土 (約20cm)、 第V層黒褐色シル ト土 (約 10cm)、 第Ⅵ

層暗褐色シル ト土とにぶい黄橙上の混合土、これは地山漸移層である (約 10cm)。 そして第Ⅷ層責色粘

質上、地山である。このうち、第Ⅳ 。第V層が遺物包含層である。調査地の地山面は 3次調査から南

に向かって低 く緩やかに傾斜している。

遺構は第Ⅵ層とⅥI層上面での検出であり、いずれの遺構も残存状況は良好とはいえなかった。検出

遺構は溝状遺構59条 、土坑状遺構 6基、柱穴約170基、性格不明遺構 9基である。遺物は遺構出上のも

のが多く、弥生土器、土師器、須恵器、中世の土器、近世の上器、そして石器などが出土している。

いずれも細片であった。

主な遺構は弥生時代～古墳時代にかけての性格不明遺構 9基 と溝 1条があげられる。性格不明遺構

(SXl)の 平面形は不整形であり、断面形は東側が浅くテラス状で、西側が深い。埋土は 3層に分

けられる。遺物は西側の中層 (黒褐色シル ト)よ り二次焼成を受けた弥生土器片と石器片が集中して

出土した。また、須恵器片も同埋土より出土している。焼土は全 く確認されなかった。このことより、

別の場所で二次焼成を受け、SXlに持ち込まれたものと考えられる。

他には、中世以降の溝 1条 と小溝群があげられる。溝 (SD5)は耕作に係わる遺構であろう。性

格は耕作地を区画する溝または、排水施設の可能性が考えられる。小溝群は耕作に伴う痕、鋤先遺構

と考えられる。小溝の方向は 2方向あった。これは耕作地の方向がある時期変わったためであろう。

小結 本調査においては 2時期の遺構が確認できた。ひとつは弥生時代～古墳時代にかけての遺構で、

もうひとつは中世以降の遺構である。北隣地の 3次調査地では 7世紀中葉の土坑や竪穴状遺構が確認

されている。遺構の形状などから6次調査の性格不明遺構と類似しており、これらは一連の遺構の可

能性が高い。3次調査では掘立柱建物也とが検出されているが、6次調査では確認できなかった。また、

来住廃寺や官衛遺構に直接関連する遺構は確認されなかった。今後の課題は来住町周辺に隣接する遺

跡を検討し、来住町遺跡と来住台地の各時期における土地開発を解明することである。  (小 玉 )
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【文献】

藤原敏秀 1992「来住町遺跡 3次調査」『来住 。久米地区の遺跡』松山市文化財調査報告書第27集

(財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター
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(S=|:100)

図 2 遺構配置図
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暗赤掲色土

黒掲色土

黄掲包土と黒褐色上の混合

来住町遺跡 6次調査―
地

図 3 SXI測 量図

¬
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図 4 SXI出 土遺物実測図
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来住町遺跡 6次調査地

聯

Ⅷ
写真 1 完掘状況① (北西より)

写真 2 完掘状況② (南東より)
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来住町遺跡 7次調査地

所在地

期  間

松山市来住町2351

平成 7年 12月 11日 ～

平成 8年 3月 31日

1,574■ギ

橋本雄―・小笠原善治

図 1 調査地位置図

経過 民間の開発行為に先立って、国からの補助を受けて実施された発掘調査である。これまでに来

住町遺跡 として 6次に渡って調査が行われてきた区域は、国道H号線の北側に限られていた。今回調

査 を行 った地点は、国道の南側において本格的な調査が実施されたものとしては、はじめてのケース

となるものである。この地点は、古代の官衛遺跡群の存在で有名な来住台地が、国道よりも南へ延び、

小野川へ至る微高地上に位置している。来住の中心部からは南東に400mほ ど離れているが、官行およ

び寺院関連遺構 と、古墳時代後期の集落の存在の有無を確認することが調査の最大の目的 となった。

遺構・遺物 本調査において注目された最大の成果は、 6世紀末から 7世紀中葉段階の集落の変遷過

程 をとらえることができたことである。以下、大きく5つ の段階に区分 して概説する。

I段階は 6世紀末から 7世紀初頭頃に位置づけられる 4棟の竪穴式住居によって集落が構成されて

いる。 S B 001と 003の 2棟は北辺の中央付近に造 り付けのカマ ドを持ち、 4本の柱によって上屋を支

える構造で、幅の狭い周壁溝がめ ぐる。これらのものは、一般的な住居 として使用された建物である

と考えられる。一方、 S B002と 004は カマ ドを持たず 2本柱によって支えられ、壁沿いに幅広の溝が

め ぐらされている。S B004に おいては、住居床面の中央部に炉が造られているほか、幅広の溝状の部

分 を粘土質の上によって塗 り込めた箇所に 2つの大きな礫が配置されている。鉄床石 として使用され

たものかもしれない。この 2棟の床面付近からは、若干の鉄片も出土 しているので、「工房」的な性格

を持った建物であった可能性が高いものと考えている。ただしS B002に 関しては、住居の掘 り方その

ものが浅 く、中央部に炉跡があったことの確認はとれていない。壁沿いの溝に関しては、住居の床面

に貼 られている粘土混じりの上によって塗 り込められているようである。いわゆる周壁溝 として理解

するにはその幅が広すぎることから、住居の周辺部からの湿気を防 ぐ目的で設けられた構造であるこ

とを想定している。これら4棟の住居跡から出土 した遺物の形態か らは、時期差を読み とることがで

きないので、 2種類の住居形態が同時に存在 した可能性 も考えてお く必要がある。

■段階は、 I段階の住居址よりも後出する掘立柱建物群によって構成される。建物の軸線は真北か

ら西に大 きく振 り、大型の円形ピットが掘 られている′ミが特徴的である。来住の中心部においては珍

しい 2間 四方の掘立002や 、東柱を持つ掘立001な どについては、通常の住居 とは異なった機能を持っ

ていた可能性がある。なお、各住居の床面積は、掘立002で約 13.4m2、 掘立001で約21.3m2を 測る。こ

の数値は、 SBの床面積が掘 り方の外周でおよそ14.3m2(S B 004)～ 21.2m2(s B oo2)で あること

とうまく対応 している。
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S DO!I

X8951

掘立018

X89480 S DO18

S D022

0       5      10m

(S=I:3∞ )

図2 遺構配置図

Ш段階になると、掘立群は調査地の東部に立地するようになる。建物の軸線は、現在の真北とほぼ

同一の方向が選択され、柱掘 り方の中には明らかに方形のものも含まれるようになる。掘立004や 013

などがそれであるが、円形の柱穴のものもある。

続いてⅣ段階に至ると、Ш段階以前に属する掘立の一部を切る形で、複数の直線的な溝が掘られる。

これらの溝の真北からの方向角は、かなり厳密にN-93° ～95° 一E・ N-3°～5° 一Eの値が採用されて

いる。この方向性は、近隣の官衛関連遺構に伴う溝や棚のそれと対応することから、関係が注目され

るものである。S D001と S D 002がほぼ平行に位置することから、道路の側溝である可能性を想定し
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来住町遺跡 7次調査地

た時期 もあるが、完掘時の溝の下場の形状が全 く異なることから、時間差を持って掘 られたものと解

釈 している。また、仮に道路であったとしても、当時の地表面はその後の水日化に伴って完全に失わ

れてお り確認が とれる状況にはないので、ひとまず土地を区画するための溝であると考えておきたい。

なお、特に明確な方形ピットから構成される掘立004と 013の 2棟については、これらの溝 と重複関係

にはないことから、直線溝 と同時に存在 していた可能性 も否定できない。いずれにしてもШ・Ⅳ段階

は方形ピットと均―に掘 られた極めて直線的な溝から構成され、当地において官衛施設が展開する 7

世紀中葉以降の諸遺構の特徴 と共通 している′収が注目される。なお、直線的な溝の一部において、地

山を掘 り込んだ工具の痕跡が確認されている。特に S D001と 017に おいては幅20cm未満の三 日月形の

掘 り込みが、溝の掘 り方に沿って 2列平行に続 く状況が認められた (写真 4)。 地山上面が鉄製の鋤先

状の工具によって刺突された箇所にこのような痕跡が残されたものと考えられる。溝幅がやや広いS

D016な どの場合には、滞の掘 り方に沿って刺突した後、さらに中央部の掘 り残し箇所を再度突 くため

平坦な仕上が りとなり、痕跡は認定 しづ らくなるようである。

その後の遺構の中で、明確に所属時期 を推定できるものは、いずれも中世の後半期以降、近世段階

のものばか りである。少数の上坑 と溝から構成される段階で、溝の方向性は真北もしくは明らかに西

に振ってお り、古代の土地の区画のありかたと比較 して差異が認められる。来住の他の区域同様、中

世後半期以降盛んになると考えられる水田開発に伴って採用された土地の区画の方法は、水 を利用す

る際の都合 もあって、古代の原理 とは異なるものであったものと考えられる。

以上が当調査地において確認された集落の変遷過程であるが、その他の遺構の中では、調査地の北

西部において検出された S R001の存在が注目される。この川は調査地内で大 きく蛇行 しながら東から

西へ流れてお り、明らかに河川の水の流れによって堆積 した土層が認められた。この堆積土中からは、

6世紀後葉から7世紀中葉にかけての時期の遺物が多数出土 した。最 も出土量が多いのは、 7世紀の

前葉に該当するもので、明確に 6世紀の中葉や 7世紀の後半であると認定可能な遺物は皆無に近い状

況である。このあり方は、川のす ぐ南に展開する集落の継続期間および各段階ごとの建物の棟数の増

減 と連動 しているものと考えられる。最 も人間の活動が活発であった I段階および H段階にかけての

遺物が、
'||に

多く捨てられているわけである。やや時期が降るものと考えているⅢ・Ⅳ段階に該当す

る遺物が極端に少ない状況 ともうまく対応 している。

S R001と S B 004出 土の遺物の内、主なものを図 3に まとめた。 1と 2はやや古い時期の17h身 であ

るが、この段階の遺物は多くない。主体 を成すのは 3か ら15に代表されるもので、炉を伴 うS B004出

土遺物の形態も、これらと共通 している。注目すべ きは土師器の存在である。11は 須恵器のlTh身 に似

せて作 られているが、胎土や焼成方法は完全に土師器 としての扱いがなされているものである。上師

器は器形全体の復元が困難なものが大半を占めているが、15に代表される椀の個体数が多いようであ

る。なお、ここにあげた土器よりも新 しい時期に属する可能性のあるものは、 SR等の遺構からは抽

出されていない。

小結 この集落はさらに周辺に広がるものと予想されるので、今後、久米官衛遺跡群の評価を進めて

いくうえで、当該区域の重要性はますます高まるものと期待される。特に、S D001・ 002や 005,017

などに代表される直線的な溝が、周辺においてどのような展開を見せるのか、という点に注 目してお

きたい。その際、今回確認された工具痕跡の有無 という点も、この段階の土地区画のための溝を識別

する際の視点 となるものと考えられるので注意したい。
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出土遺物実測図
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来住町遺跡 7次調査地

写真 I I区遺構検出状況 (南東より)

写真 2 S B004完掘状況 (南東より)
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写真 3 2区 完掘状況 (南東より)

写真 4 2区 西部  S DO'7工 具痕跡 (南西より)
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下苅屋遺跡

所在地

期 間

松 山市平井町 甲2389、

甲2390、 甲2391

平成 7年 6月 19日 ～

同年 10月 20日

1,065.06m2

重松佳久

図 1 調査地位置図

経過 本調査は、平成 7年度国庫補助松山市内遺跡発掘調査事業 として、民間の開発行為に先立ち発

掘調査が実施されたものである。

本遺跡周辺は、北に広がる窯址 と来住台地上に造首された来住廃寺や官衛遺跡群 を小野川で結ぶ中

間的な位置にありながらも、これまで発掘調査事例が比較的少ない地域であり、事前調査において未

製品と考えられる須恵器片や竪穴式住居址・掘立柱建物群が検出されたことから、窯業集団の集落 と

の関わり合いが予測され緊急調査が行われることとなったものである。

遺構・遺物 調査地は、小野川によるコ岸段丘の形成と扇状地地形の形成に伴う堆積作用が影響を及

ぼす僅かに残された平坦な微高地に位置し、標高59.20mを 測る。この小野地区、平井地区の平野部を

望む山際には、昭和56年 に実施された小野谷駄場窯址群の姥ヶ懐窯l■ を含めて、地元郷土史家の地道

な表採活動により、概ね古窯址としても後半期の 6世紀中葉段階から8世紀の初頭の窯址群の存在が

指摘されている。また、当地で生産された須恵器が、小野川中流域の来住官衛遺構群で検出されつつ

もある。

調査地の基本層序は、第 1層耕作土、第H層耕作土層 (床上 )、 第Ш層淡灰褐色土 (遺物包含層)、

第Ⅳ層責褐色粘性土 (地 山相当層)である。また、調査区の南東部隅において一部第Ⅳ層責褐色粘性

土 (地山相当層)上面に帯状に堆積する洪積世段階の段丘礫層群が検出されている。遺構は、主に第

Ш層から第Ⅳ層上面での検出であり、竪穴式住居址 6棟 (6世紀末～7世紀初頭)土坑状遺構 6基、

溝状遺構 4条、石組遺構列 1条、掘立柱建物に伴う柱穴等が確認されている。遺物は、遺構内及び第

皿層淡灰褐色土中からの出土であり、 6世紀末から7世紀前半の土師器及び須恵器である。 SB2、

SK2では、特徴的な遺物として赤褐色須恵器 (不身)及び土師質須恵器 (lTh身 )が検出している。

また、SXlでは、一括性の高い資料が得られている。

小結 下刈屋遺跡出土の須恵器の中には、常に酸素が十分に供給された状態で焼かれたと思われる須

恵器があり、胎土中の鉄分が焼成により酸化し赤褐色に発色している。通常、一般的な須恵器の生産

工程においては、最終焼成段階で窯を密封し、酸素の量を制限する。この結果、窯内は酸欠状態に陥

り、不完全燃焼によって発生した一酸化炭素が、胎土中の鉄分 (酸化第二鉄 )よ り酸素をうばい酸化

第一鉄に変わる。須恵器の青灰色は、この段階で生成された酸化第一鉄によって生じ、この焼成方法

を還元烙焼成と呼んでいる。一方、赤褐色に発色した須恵器は、この還元烙焼成が何らかの成因で行

われなかった遺物と言える。また、住居址や土坑状遺構の埋土からも窯糞と呼ばれる須恵器焼成時の

ガラス質の不純物が検出されている。さらに、須恵器の一括廃棄を示す土坑状の遺構も検出されてい
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る。こうした事例は、基本的には、一般の集落には見られない特徴的な状況であるが、重信川対岸域

の谷田窯址群 とは異なり須恵器製作そのものに関わる検出遺物は認められなかった。以上、本調査区

で検出された集落は、直接的な須恵器製作址に伴う集落とは異なり、生産地的な様相を示しながらも

窯業集団内の業務分化を暗示し、製作物の搬入・選別等と言った役割を持った生産地と消費地を結ぶ

間接的な集落を想定することができる。これまで当地域では、窯業を背景とした古墳時代時期の生産

と流通に係る調査研究の遅れが指摘されてきたが、今後、窯業集団に係わる須恵器生産形態と流通と

言った積極的な視点で、当時の社会背景に追る研究がこの地域一帯で進むものと期待される。(重松 )
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図 2 遺構配置図
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図 3 SB2測 量図

H.59202m

0                      5m

(Sil:100)図 4 SB5測 量図
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SB5出 上の上師質須恵器
SK2出 上の赤掲色に発色の須恵器

下苅屋遺跡

図 5 SXI遺 物出土状況図

図 6 出土遺物実測図
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桧山峠 7号墳

所在地

期 間

松 山市平井町乙92、 322

平成 7年 2月 22日 ～

同年 6月 9日

282.33m2

栗 田茂敏 。大森一成

経過 松山平野の東部から北東部を限るのは、高縄半島の大部分を占める高縄山系である。古墳の立

地する丘陵は、この高縄山系の南東面支脈のひとつにあたり、標高166.5mを 測る。丘陵からの眺望は、

特に南から東方向に優れ、松山平野 3大河川のうち重信川、小野川流域の平野から平野東南部の海岸

線を一望のもとにすることができる。周辺の丘陵は、平野でも最 も密集する地域で、当古墳の属する

桧山峠古墳群をはじめ として、芝ケ峠古墳群、かいなご古墳群、久米大池古墳群など、数多くの古墳

群が存在 している。当古墳直近にも南東に接するように 6号墳、北西に 8号墳があり、桧山峠と名の

つ く古墳が12基 まで確認されているが、実数はこの数字をかなり凌 ぐものと思われる。しかしながら、

その内容がわずかでも把握されているものはこの古墳群中にはな く、近隣の古墳で、ある程度内容が

わかっているものには、平井町にあって 5世紀末の帆立貝形首長墳 といわれている観吉山古墳や、平

野でも履大規模の円墳 とされる鷹子町素鵞神社古墳などがある。両者 ともに形象埴輪を伴い、前者に

は五鈴鏡、後者には単鳳文環頭太刀の出土が伝えられている。これら首長 クラスの古墳のほか、かい

なご古墳群中のかいなご 1号墳は、 7世紀前半～中頃の複室構造をなす横穴式石室を主体部 とする方

墳 として知 られ、また 2号墳は 6世紀中頃の導入期に近い時期の横穴式石室を主体部 とすることで注

目される古墳である。そのほか、芝ケ峠古墳群中の 1号墳は久米80号墳 とも呼ばれ、一墳丘に 2基の

石室が並列して開口してお り、 6世紀後半代のものと考えられている。これらの古墳群が見おろす平

野の比較的近い位置には、古代豪族久米氏の本拠地である欠米・来住の遺跡群が展開していることか

ら、これらの遺跡群 とのかかわりを推定する考え方もある。

事前の踏査によれば、当該地はその一部が果樹園として利用されていたため、段カット状の整地に

より墳丘は半裁され、主体部である石室石材の一部が法面に露出している状況であった。なお、調査

は四国電力株式会社による特別高圧送電線「鷹子支線」新設に伴い実施された。

遺構 。遺物 先述したように、墳丘は主体部 ともども呆樹園造成によって半我されてお り、そのカッ

トは地山面にまで及んでいる。遺存の良好な墳丘北東半の墳形や、盛土端の位置、さらに主体部が墳

丘の中心に近い位置に存在するとすれば、墳形は直径16～ 17mの 円丘に復元できる。 しかし、盛土端

のレベル164.2m付近のコンタを拾っていくと、円形には収束せず墳丘の北部で外開きに流れる。造成

による段カットのある南西部はもとより、墳丘の北部から西部にかけては既に地山が露出してお り、

円形に収束するためには、この周辺の地山を最大で1.2m程度はカットして整形する必要がある。した

がって、墳形は後に述べる墳丘遺物の出土状況も加味して考えると概ね北西～南東方向を軸 とした前

方後円形になる可能性が高いが、調査区の限界や推定前方部の削平のため、前方部端や コーナー部ま

図 1 調査地位置図
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桧山峠 7号墳

磯 須意器出土地点

10m

(S=I:200)

図 2 墳丘測量図
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桧山峠 7号墳

でを把握することはできなかった。

墳丘の遺物は、主体部北西側 。南西側の墳裾の大きく2箇所にまとまって検出され、そのすべてが

須恵器で高
jf・ を主体 としている。いずれも掘 り方を伴わず、露出した地山直上あるいは盛土上面での

出土で、すべて破砕された状況であった。北西～南東主軸の前方後円形を推定 した要因のひとつには、

これら 2箇所の遺物出土位置にあり、 くびれ部祭万日にかかわるものと判断した。

主体部は、長軸をほぼ東西にとる竪穴式石室で、砂岩の割石小口積みによる構築である。整地によっ

て、墳丘とともに斜めに横断するように半裁されている。また、調査前の段階で墳丘に径0.5m程度の

攪乱穴があり、石材の一部が露出していたが、この部分が東小口壁にあたり、壁体石材が部分的に抜

__166.20m

図 3 石室実測図
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桧山峠 7号墳

かれていることがわかった。石室は現況で東小口床面幅0。 7m、 北側壁長2.lm、 南側壁長1.Omを測る。

高さは、遺存の良好な北壁で0.8m程度であるが、石室規模からみてこれ以上さほど高 くはならないと

考えられる。石材の積みは粗雑で、控え積みもほとんどな く、裏込め上によって強度を保っている。

小口および北壁の最下段には若千大きめの石 を用いるが、南壁には使われていない。現存する範囲で

は壁体に持ち送 りはみられない。また、コーナー部分が隅丸形に弧を描 くように突き合わされるが、

しっか りと噛み合わされるような構造ではない。

墓獲は墳丘完成後に、石室よりもふたまわ り程度大 きく楕円形状のプランで掘 り込まれ、主体部は

その床面まで盛土中に構築されている。床は乳白色粘質上のフラットな面で、特別の施設を持たない。

遺物の多くは石室東小口床面直上で検出された。出土したものには鉄鏃、馬具 (轡 )、 刀子、祗石が

あり、この部分には赤色顔料が分布 している。鉄鏃は北東コーナー部で、刃部を小口側に向けた状態

で長軸に平行に10数本の束になって置かれ、この鉄鏃の南、石室中軸ラインよりやや北には轡の一部

が、さらにその南では刀子が検出されている。砥石は小口壁に接 して置かれていた。

一方、北側壁直近の小口壁から1.5～ 17mの周辺で、ガラス小玉29点が出上 したが、この周辺は竹

根による攪乱で床面がかな り傷んでお り、出土レベルは不安定である。

小結 墳丘出土遺物からこの古墳の所属時期を判断すると、 5世紀末の年代 を与えることができる。

ところで、松山平野での同年代の古墳を拾ってみると、東野町東野茶屋跡古墳群の数基の円墳、石風

呂町鶴が峠古墳群中の円墳 L区 1～ 3号墳、船ケ谷町三ツ石山古墳、同町にあって前方後円墳の可能

性が指摘されている向山古墳などがあげられる。しかしながら、これらの古墳はいずれもが削平され、

主体部の構造が全 く知られておらず、木棺直葬あるいは箱式石棺などを推定されるにとどまっていた。

この意味で、当該時期の古墳の主体部のバ リエーションとして小竪穴式石室があることが明らかになっ

たことは大きな収穫である。

また、詳細は本報告において行 うが、墳丘築成の各工程 と、墓獲 。主体部 との関係が精査できた調

査であったことも評価されてよい。

さらに、本調査によって、道後平野北部における古墳の主体部への横穴式石室の採用が 5世紀末段

階までは遡 らない可能性が高 くなった。溝辺 1号墳や二島神社古墳にみられるように、 6世紀前半に

は確実に横穴式石室が採用されてお り、横穴式石室の導入時期が本調査によってさらに細か くしぼら

れる可能性がでてきたことも重要である。 (大森 )
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桧山峠 7号墳

写真 1 墳丘完掘状況 (北西より)

写真 2 石室完掘状況 (南 より)
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松山市埋蔵文化財調査関係資料

例 言

1.本編は、松山市教育委員会文化教育課・ (財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが実施

した埋蔵文化財確認調査資料である。

2。 今回は平成 7年度 (申請番号 1号～344号 .平成 7年 4月 1日 ～平成 8年 3月 31日 迄 )の 資料 を取

り扱う。なお、平成 6年度以前の資料については、『松山市文化財調査年報 I(昭和60～ 61年度 )』 、

『同年報Π (昭和62～ 63年度 )』 、『同年報Ш (平成元年～ 2年度 )』 、『同年報Ⅳ (平成 2年～ 3年度 )』 、

『同年報V(平成 3年～4年度 )』 、『同年報Ⅵ (平成 4年～ 5年度 )』 、『同年報Ⅶ (平成 5年～ 6年度 )』

を参照されたい。

3.資料作成 (一覧表及び付録図)は 、栗田正芳、末光博武、重谷典男、藤本数夫、波多野恭久、岩

岡慎―が行った。

4.表中の番号は、埋蔵文化財確認願いの申請番号に順するものである。また、本格調査については、

平成 7年度に行った調査を取 り扱う。

5.付録図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図 (三津浜・松山北部・郡中・松山南部)を使

用した。

6。 一覧の略記について

①面積 :調査対象面積、小数点以下四捨五入。②標高 :地表面、()調査区内平均値。③調査目的 :

公三施主公共団体、私 :施主一般。④調査方法 :空 白は未調査等。

平成 7年度 松山市埋蔵文化財確認調査一覧

No 所  在  地 面積 (∬ ) 標高(m) 調査目賦 調査方法 包含・遺構 遺 物 備   考

1 桑原7丁目457 私 既 済 本 格 調 査 済
桑 原 遺 跡

2 道後一万771-14 (31,44) 私 試掘

3 平井町甲2172-6 391 (62.30) 私 試掘

北久米町477-2 (3281) 私 試掘 柱穴、土坑 弥生、土師器 本格調査要

5 衣山4丁 目631-5 34 34 私 試掘

桑原3丁目349他2筆 1,959 (40.02) 私 試掘

桑原6丁 目～1丁 目 (35,10) 公 立会

束本1丁 目～桑原6丁 目 (3419) 公 立会

上野町乙87-1 59,30 私 立会 市教育委員会にて処理

樽味2下 目4-12～ 2-7 40.50 公 立会

11 北斎院町378-1 私 試掘

東野5丁 目8-20他 4筆 (5090) 私 試掘

福音寺町750他ユ筆 2,921 (23.81) 私 試掘

西石井町214-2他 3筆 (21 48) 私 試掘

桑原1丁 目1001 1,105 (3716) 私 試掘

鷹子町659-6 45.36 私 試掘
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所 在 地 面積 (∬ ) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含 遺構 遺 物 備  考

樽味2丁 目278-1、 -5 (40 94) 私 試 掘 包含層、溝
弥生土器、須
忘器、土師器

本格調査要
樟味高木遺跡4次調査

桑原6丁 目712-1 私 試掘

道後北代 1290-3 697 (3221) 私 試掘

北梅本町甲3271-18 233 (79,18) 私 試掘

南久米町443-1 327 34 70 私 試 掘

来住町533-1 385 (40.28) 私 試 掘 包含層、柱穴 須恵器 、
土師器

本格調査要
来住町遺跡6次調査

清水町1丁 目7-15、 -16 (2526) 私 試 掘

朝生田町285 19 00 私 試 掘 市教育委員会にて処理

東本1丁 目97-5 (3355) 私 試 掘

東石井町191-1 (20.87) 私 試 掘

朝美1丁 目1313 231 14 12 私 試 掘

南久米町694-] (39.54) 私 試 掘 包含層、柱穴 弥生土器 本格調査要

檸味4丁 目201-2 40 00 私 試掘

今在家町61-1、 -2 (31.85) 私 試掘

安城寺町212-1 2,128 (7,98) 私 試 掘

平井町甲1486、 1487 (69.56) 私 試 掘

船 ヶ谷町330-3 7 1ユ 私 試掘

東石井町2-41-89、 -90 326 29 78 私 試掘

拓川町446-2他 1筆 (20,73) 私 試掘

/1ヽ坂 5丁 目310-3 506 (23.17) 私 試掘

南土居町99-3 237 40,28 私 試掘

朝生田町222-1 232 20.15 私 試掘

桑原2丁 目～1丁 目 (38.20) 公 立会

福音寺町581～ 513 (25。 15) 公 立会

南高井町1606-12 36 22 私 試 掘

Jヒ坊、米HT692-1 32 87 私 試 掘

北久米町698-3他 3筆 697 35,16 私 立 会

平井町甲1376-1他 2筆 70 30 私 試 掘

西野町180他 59 90 公 試掘 市教育委員会にて処理

山西町75他3筆 2,448 私 未

山越1丁 目328-8 18 57 私 試 掘

南久米町476-1他 2筆 (34.19) 私 試 掘 住居l■ 、溝 弥生土器 本格調査要

道後樋又1215-2、 -3 355 28.13 私 試 掘

石風呂町463-1他 1筆 私 既 済
本格調査済
鶴が峠遺跡

来住町907-1 989 37.48 私 試 掘 住居址、土坑 須恵器 、
土師器 本格調査要

山西町801-1 1,078 (310) 私 試掘

桑原1丁 目～2丁 目 (37.15) 公 立会

拓川町468-1、 -2 989 (2053) 私 試 掘

東石井町192-1 (1973) 私 試 掘

道後今市5-48 30 90 私 試掘
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所 在 地 面積 (m2) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含 。遺構 遺 物 備   考

上野町甲808-66 私 既 済
済
跡

査
遺

調
原

格
壇

本
土

南斎院町乙66-18 (2405) 私 試掘

北斎院町1244、 1245 私 試掘

北斎院町1246二 2 10 00 私 試掘

道後北代155-3 34 30 私 試 掘

辻町270-5 私 既 済 S60-4にて立会済み

朝生田町213 20.27 私 試 掘

常光寺町甲414 63.90 私 試掘

山越2丁 目41-ユ (16,45) 私 試掘

山越1丁 目甲270-6 (18 09) 私 試掘

山越1丁 目甲272-3 (1837) 私 試 掘

山越1丁 目甲270-3他 4筆 1,862 私 取 消 H7-90、 91に 差し替え

三町1丁 目415-2 32 15 私 試掘

南梅本町乙107 公 試掘 県教育委員会にて処理

水泥町1195 62.60 承 立 会

/1ヽ坂5T「 目358-4、 -7 24.06 私 試掘

南久米町401-3 373 37 58 私 試 掘

久万ノ台1403～ 1338 231 29 50 公 立会

拓川町463-6 19 71 私 試掘

枝松6丁 目10-24 673 27 77 私 試掘

道後喜多町1323-7他2筆 34 30 私 試掘

道後喜多町1329-8他2筆 255 34 31 私 試掘

直後喜多町1330-3 280 34 24 私 試掘

南江戸5丁 目738-4 13 76 私 試掘

北斎院町306-2 10 98 私 試掘

桑原4丁 目878-5 (3867) 私 試掘

平井町1440 321 66 22 私 試 掘

清水町2丁 目20-26 23 20 私 試掘

来住町961-1 私 試掘

ナ日寺2丁 目456-19 1,077 私 既 済
H5-51、 52に て試掘完了
済み

大山寺町554 私 試 掘

谷圧「263-2、 264 238 17 50 私 試掘

道後今市1057-12 227 (31.45) 私 試掘

山越1丁 目甲270-3他 1筆 322 (1806) 私 試掘

山越1丁 目甲271-1他 2筆 1,540 (1821) 私 試 掘

南久米町1163 39 20 私 立会 包含層、溝 須恵器 、
土師器

本格調査要
久米高畑遺跡25次調査

畑寺2丁 目443 42 80 私 立会

南江戸6丁 目1668 988 28 86 私 試掘

別府町419-3 (508) 私 試掘

枝松5丁 目121-16他4筆 (2742) 私 試掘
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所 在 地 面積 (Im2) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含・遺構 遺 物 備   考

中村2丁 目289-2 153 26.95 私 試 掘

南土居町279-] 1,352 37.93 私 試掘

北梅本町丙45-2、 -3 124.94 私 試掘

道後一万 公 未

桑原5丁 目563-5 34 70 私 試掘

辻町33 14 00 私 試掘

鷹子町638-1、 -2 (47.31) 私 試掘

鷹子町638-3 527 47 19 私 試 掘

清水町2丁 目18-8 23.22 私 試 掘

南斎院町乙67-6 6,000 (32 82) 公 試 掘

平井町甲1780-1他2筆 66.40 私 試 掘

平井町1414-3 67.68 私 試掘

桑原5丁 目559-2、 -4 896 (33 49) 私 試掘 溝、土坑 須恵器、
土師器

本格調査要
桑原田中遺跡3次調査

権現町甲113-2、 -4 625 (28 38) 私 試 掘

南久米町653-1他 2筆 (4090) 私 試 掘

福音寺町697-ユ (2337) 私 試 掘

姫原1丁 目1656他 5,191 (46.50) 私 試 掘

清水町2丁 目20-4 23 29 私 試 掘

北斎院町380-1、 -2 私 試掘

北梅本町甲3280-27 322 77 25 私 試掘

打ヽ坂3「 目229-5 28 10 私 試掘

姫原1丁 目229-1他 1筆 (22.28) 私 試掘

北斎院町1066-5 (7 83) 私 試掘

桑原5丁 目870-8 336 (35 90) 私 試掘

道後樋又H52-6 175 (28,40) 私 試掘

南久米町442-3 35 40 私 試掘

南久米町506 771 (31.10) 私 試掘

西石井町73 565 (20.31) 私 試掘

久米窪田町1-6 180 49 33 私 試 掘

清水町2丁 目20-9 23 22 私 試掘

別府町703 (885) 私 試 掘

今在家町428-1 272 (3075) 私 試掘

権現町甲360 (34.68) 私 立会

東石井町617-21 163 26 01 私 試 掘

平井町甲1974-4 66 29 私 試 掘

古三津5丁 目552-4 117 私 既 済
H5-205に て試掘完了
済み

古三津5丁 目552-6 私 既 済
H5-205に て試掘完了
済み

古三津5丁 目552-7 私 既 済
H5-205に て試掘完了
済み

南久米町775-10 37 98 私 試掘

西石井町64-1 20.86 私 試 掘
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所 在 地 面積 (m2) 標高(m) 調査目白t 調査方法 包含・遺構 遺  物 備   考

道後北代7-5 31 41 私 試掘

南久米町373-9 215 38 33 私 試 掘

南久米町770-5 私 既 済
本格調査済
久米高畑遺跡 22次調査

古三津5丁 目552-3 私 既 済
H5-205に て試掘完了
済み

平井町2102-1 27ユ 60,78 私 試 掘

小坂5丁 目322-] (22.47) 私 試 掘

久万 ノ台715 157 (15,65) 公 立会

今在家町418-1 1,082 (30.58) 私 試掘

鷹子町576 (49.66) 私 試掘

桑原1丁 目787-6、 -7 657 (3623) 私 試掘

天山町25-1 635 (20.60) 私 試掘

平井町甲1595 70 58 私 試 掘

鷹子町651 227 46.52 私 試 掘

畑寺2丁 目13-40 46.41 私 試掘

久米窪田町329-5他 447 46.70 公 立会

天山町214-5 20 47 私 試 掘

来住町523-1 40.18 私 試 掘

南梅本町乙68 95 57 私 試掘

南久米町472-1他 2筆 672 34 41 私 試 掘

鷹子町乙1-14他 7筆 57.90 私 試掘

南江戸6丁 目1355-3 289 14 37 私 試掘

桑原5丁 目559-12 222 33 70 私 試掘

祝谷町1丁 目14-6 57.10 私 試掘

来住圧「874、 873-2 38 21 私 試掘 包含層、溝 弥生、須恵器 本格調査要

別府町755-2 1,510 2 70 公 試掘

162 御幸1丁 目513-ユ 4,644 私 踏 査

平井町甲1418-5 70 40 私 立会

南江戸5丁 目738-1他 1筆 659 (1344) 私 試 掘

新浜町1118-] 909 (689) 私 試掘

道後北代155-3 190 私 既 済
H7-61に て試掘完了
済み

∠
>/EttRΠ丁420--38 30 67 私 立会

刀切懃丁目1-28-1-1他 3筆 1,486 (2640) 私 試掘 住居址、溝 弥生土器
本格調査要
釜 ノロ遺跡8次調査

朝生田町459他3筆 1,595 (1903) 私 試掘

西石井町63-1他 (2035) 公 立会

桑原2丁 目～5丁 目他 503 (37 00) 公 立会

南斎院町1338-16 1,156 私 踏査

北斎院町379-8 182 10 02 私 試 掘

水泥町987-1 68 37 私 試掘

緑町1丁 目4-6 176 28 53 私 試掘

松末2丁 目13-7 27 99 私 試掘
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所  在  地 面積 (m2) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含 。遺構 遺 物 備  考

久米窪田町489 1,088 (45,39) 私 試 掘

権現町乙160 8,000 公 未

恵原町甲1432 68,000 公 未

来住町873-] 38 80 私 試 掘 土 坑 弥生、須恵器 本格調査要

立花6「 目393-12 19,94 私 試 掘

平井町甲1704～ 239] 14,500 (72.61) 公 試 掘 溝 弥生、土師器 本格調査要

今在家町420-26 213 30,94 私 試 掘

184 朝生田町478-1他 3筆 18 65 私 試 掘

平井町甲1331-1他 2筆 72 82 私 試掘

平井町甲1523他3筆 1,368 (6611) 私 試 掘

187 星岡町684-6、 -13 25 84 私 試 掘

枝松5丁 目75-1 28 70 私 試 掘

東方町甲1276-1 54 67 私 試 掘

平井町甲1827～ 1851 1,227 (65,80) 公 立会

平井町甲1640～ 1780 1,513 (77 20) 公 立会

高砂町2丁 目3-H 22 40 私 試 掘

朝美1丁 目1363 19 16 私 試 掘

桑原6丁 目528-6 (32.60) 私 試 掘

福音寺町431-1、 -2 (2903) 私 試 掘

桑原r「 目787-1 (36.39) 私 試 掘

拓 サ|1町 481-6 19 70 私 試 掘

平井町3157-65 48.53 私 試掘

桑原5丁 目870-1 私 市教育委員会にて処理

松末2丁 目H16 1,566 (2566) 私 試 掘

新浜町1110-3他 3筆 2,753 私 試 掘

平井町甲3157-181 48 54 私 試 掘

辻町343-1他 2筆 1,750 (15,39) 私 試 掘

東石井町533-ユ 22.22 私 試 掘

来住町388-1他 2筆 1,326 (37 40) 私 試 掘 包含層、柱穴 弥生、須恵器
本格調査要
久米高畑遺跡26次調査

北梅本町 1,560 (104,00) 公 立会

南久米町196-6 (28,00) 私 試 掘

別府町589他2筆 (520) 公 立会

久万 ノ台1112 28,19 私 試 掘

山越2丁 目47-4、 -11 17 33 私 試 掘

北久米町703 252 私 既 済
H6-200に て本格調査要
北久米浄蓬寺遺跡5次調査

道後喜多町1009-3 522 (3501) 私 試 掘

21C 天山町208～ 210 19,80 公 立会

天山町221～ 50 (21.00) 公 立会

21G 南高井町1606-5 36.20 私 試 掘

溝辺町乙6-5、 8-27 私 市教育委員会にて処理
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No 所  在  地 面積 (∬ ) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含・遺構 遺  物 備  考

217 南土居町208 467 (38.64) 私 試掘

21〔 来住町870-2 (39,30) 私 試掘

北梅本町乙676 1,000 公 未

太山寺町1934 2,800 公 未

桑原4丁 目650～ 622 (3790) 公 立 会

森松町194-3 (34.66) 私 試掘

北久米町497-1 467 (34.46) 私 試掘

鷹子町乙511-1、 -2 1.500 (70.21) 私 試掘

南江戸4丁 目1-1 272 公 未

南高井町1594-3 35 60 私 試掘

福音寺町406-1 1,059 (28 80) 私 試掘 包含層、住居址 須恵器 、
土師器 本格調査要

安城寺町96-3 (8.43) 私 試掘

祝谷5丁 目690-1 122 43.46 私 試掘

吉藤1丁 目742-5 36.94 な 試掘

道後緑台234-1 571 36.95 私 試掘

南久米町204-4他 2筆 (39 77) 私 試掘

北梅本町甲3261-3 77 50 私 試掘

234 平井町2163-1 61 40 私 試掘

来住町870-1 39 12 私 試 掘 柱 穴
器
器

恵
師

須
土 本格調査要

大街道3丁 目2-40 (27 50) 私 試 掘

南江戸3丁 目785-ユ 13 32 私 試 掘

天山HT27-1、 28-ユ (24.06) 私 試 掘

福音寺町417-3 335 28,30 私 試掘

天山町255-1他 1筆 23.46 私 試 掘

溝辺町乙437 2,732 (111.00) 私 試 掘 石室
須恵器 、
土師器

本格調査要
溝辺2号墳

西石井町194-ユ 21.49 私 試掘

平井町甲2189-13 283 64 68 私 試掘

山越 lT「 目289-6 19 28 忍 試掘

鷹子町203-2他 7筆 729 私 取 消 H8-861こ差し替え

今在家町451-ユ 30 14 私 試掘

道後喜多町1010-3、 -4 35 07 承 試掘

安城寺町96-1 私 試掘

朝美2丁 目1256-1 14 46 私 試掘

太山寺町486 972 (3 90) 私 試掘 包含層、土坑 縄文、弥生 本格調査要

桑原4丁 目639-5 38 10 私 試掘

桑原2丁 目841-7他 1筆 (37.14) 私 試掘

小坂4丁 目254-1他 1筆 (26.60) 私 試掘

南土居町101-2 39.64 私 試掘

東石井町乙68-3 私 既 済 墳古
喬
森

査

ケ

調
鷲

格
山

本
東

権現町甲347-1他 1筆 35 38 私 試掘
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No 所  在  地 面積 (∬ ) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含・遺構 遺 物 備   考

衣山2丁 目325-2 272 (17.76) 私 試掘

来住町1145 1,335 (3513) 私 試掘 包含層、住居址 須恵器 、
土師器 本格調査要

i青水町2丁 目6-4 23.00 私 試 掘

東垣生町836-5 私 試 掘

星岡町600-3 222 27.67 私 試 掘

梅津寺町乙56-334 585 20 76 私 試掘

安城寺町586-1 (8,64) 公 試掘

平井町甲1039-6 74.39 私 試 掘

別府町328 5 79 私 試 掘

平井町3157-87 48 00 公 立 会

南梅本町乙55-2 95 67 私 試 掘

鷹子町29-2 184 41 64 私 試 掘

福音寺町702他 8筆 4,548 私 未

北井門町219-1 24 07 私 試 掘

恵原町甲527 57.13 私 試 掘

平井町甲1726～ 乙416 72,000 公 未

7 北斎院町375-1 443 (8.46) 私 試 掘

朝生田町496-1 656 (1787) 私 試 掘

南久米町183 (36.05) 私 試 掘

古三津3丁 目15-7 私 試 掘

西石井町45-3 私 未

7 道後北代1304-1 225 33.47 私 試 掘

南久米町749、 来住町872-2 637 (38.30) 私 試掘 溝、上坑 弥生、須恵器 本格調査要

朝美1丁 目7-20 (17.40) 私 試掘

来住町915-1 36.30 私 試掘

北久米町885-] (33.06) 私 試 掘 包含層、溝 土師器 本格調査要

刀ヽ坂5「 目14-1、 -2 (2528) 私 試 掘

来住町568-2 238 40 10 私 試 掘

平井町1639-1他 12筆 (67 50) 公 立会

桑原6丁 目712-10 279 35 74 私 試 掘

道後緑台359-ユ (3995) 私 試 掘

鷹子町67-5 220 42 94 私 試 掘

今在家町221-3 1,471 (31.20) 私 試 掘

鷹子町109-15 123 46.18 私 試掘

枝松6丁 目6-24 327 (27.50) 私 試 掘

北久米町886-1 32.92 私 試 掘 包含層、土坑 須恵器 、
土師器 本格調査要

桑原1丁 目～構味4丁 目 公 未

福音寺町538～ 513 (25 60) 公 立会

福音寺町513～ 444 (2675) 公 立会

296 桑原6丁 目～1丁 目 公 未
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所  在  地 面積 (412) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含・遺構 遺 物 備  考

南久米町351-1他 3筆 (38.41) 私 試掘

久万ノ台1341-1他 1筆 343 26 02 私 試掘

今在家町71-1 (3178) 私 試掘

今在家町440-1他 1筆 523 私 既 済
H6-3に て試掘完了
済み

鷹子町34-2 287 42 85 私 試掘

山越 1丁 目282-18 18.67 私 試 掘

下伊台町1382-1 1,328 (146.30) 私 試 掘

鷹子町4-4 1,316 (41,74) 公 試掘

北久米町441～ 南久米町459 l (35,11) 公 立会

北斎院町454-1 332 (7 72) 私 試掘

清水町3丁 目29他 1筆 24.54 私 試掘

今在家町420-5ユ 30.77 私 試掘

道後北代6-H 32.05 私 試掘

道後町2丁 目990-4 35 46 私 試掘

桑原7丁 目1-40 33 22 私 試 掘

桑原4丁 目417-6 39 82 私 試 掘

北久米町451-3 34 73 私 試掘

平井町2169-26 59 50 私 試掘

北斎院町951-1他 3筆 2,269 (8 89) 私 試掘

北井門町254-2、 -5 (23.24) 私 試掘

/1ヽ坂5丁 目300-1、 -2 (2395) 私 試掘

衣山4丁 目150-3 (7649) 私 試掘

山越2丁 目656-6 17 60 私 試掘

西長戸町639-1他 6筆 4,543 公 未

321 桑原1丁 目989-2 38.50 私 試 掘

南久米町766-1 (3649) 私 試掘 包含層、柱穴 弥生、須恵器 本格調査要

今左家町447-3他 1筆 (2953) 私 試掘

今在家町448 (29,46) 私 試掘

桑原4丁 目430-1 (36 60) 私 試掘

326 姫原2丁 目288-ユ 20.72 私 試掘

327 道後喜多町1018-9 (34.00) 私 試掘

328 西石井町384～ 東石井町443 公 未

上野町甲808-63 私 未

鷹子町86-2 (4389) 私 試掘

平井町甲2426-5 (6270) 私 試掘

桑原3丁 目912-8 (39 85) 私 試掘

安城寺町96-3他 1筆 1,088 私 既 済
H7-228 248に て試掘
完了済み

大山寺町甲434-3 私 試 掘

久万ノ台724-3 14 96 私 試 掘

来住町609 40 40 私 試 掘
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No 所  在  地 面積 (∬ ) 標高(m) 調査目的 調査方法 包含・遺構 遺 物 備  考

畑寺町丙ユー1他8筆 9,717 (67.50) 私 試掘 周溝 埴輪、須恵器 本格調査要

衣山3丁 目455-■ 他1筆 224 (23.34) 私 試掘

平井町甲3157-204 256 (49.30) 私 試掘

貧ヒチIF打置丁290 (23.59) 私 試掘

辻町342-1他 5筆 1,100 (15.55) 私 試 掘

下伊台町乙188-1他95筆 250,840 私 既 済
礎 更転 焔 跡

34g 下伊台町乙198-1他 50筆 53,329 私 未

東野4丁 目甲577-1他 6筆 1,946 (60.55) 私 試掘
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平成 7年度 松山市埋蔵文化財本格調査一覧

遺 跡 名 所 左 地 調査目的 時  代

瀬戸風峠遺跡 下伊台町乙188-1外 緊 急 古墳

282 久米高畑遺跡24次調査地 南久米町723-1(一部 ) 国 補 弥生 。古墳

283 古照ゴウラ遺跡 5次調査地 南江戸3丁 目912外 緊 急 中世

284 石井幼稚園遺跡 2次調査地 西石井町4-1 弥生～中世

東野お茶屋台遺跡 5次調査地 東野5丁 目甲835-1外 古墳 。近世

大山寺経田遺跡 3次調査地 太山寺町乙694-2外 弥生・古墳

287 下苅屋遺跡 平井町甲2389外 国 補 古 墳

288 乃万の裏遺跡 2次調査地 北久米町773-1外 緊 急 弥生～中世

289 久米高畑遺跡25次調査地 南久米町H63 国 補 弥生・古墳

290 谷町遺跡 谷町371 弥生～中世

樟味高木遺跡 4次調査地 構味2丁 目278-1・ 5 緊 急 弥生～近世

292 桑原田中遺跡 3次調査地 桑原5丁 目559-2・ 4 中世

293 来住町遺跡 6次調査地 来住町533-1 国  補 弥生～中世

来住町遺跡 7次調査地 来住町235-1 古墳～中世

295 釜ノロ遺跡 8次調査地 打ヽ坂4~下 目28-1-1外 緊 急 弥生・中世

296 北久米浄蓮寺遺跡 5次調査地 北久米町703 古墳・中世

久米高畑遺跡26次調査地 来fi・ 町888-1、 889-1、 887-4 縄文～中世

溝辺 2号墳 溝辺町乙437 古墳
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主 な 遺 構 、 遺 物 等 対象面積 (m2) 屋外調査期間 No

257,349 H7、  4、 4～ 調査中 231

竪穴住居址、掘立柱建物跡、土坑、弥生、須恵 軍 7、 4、 4～ H7、 5、 3ユ 282

掘立柱建物跡、土坑墓、井戸、土師、陶磁器、鉄鋼 6,319 H7、 4、 5～ H7、 9、 22 283

竪穴住居址、掘立柱建物跡、土坑、弥生、陶器 H7、 4、 24～ H7、 7、 4

横穴式石室、堤、排水路、須恵、耳環、土師 3,518 H7、 6、 1～ H7、 11、 30 285

土坑、溝、弥生、須恵、土師、石斧 2,500 H7、 6、 1～ H7、 8、 7 286

竪穴住居址、掘立柱建物跡、土坑、溝、須恵、土師 1,896 H7、  6、 19～ H7、  9、 27 287

掘立柱建物跡、溝、性格不明遺溝、弥生、須恵、勾玉 1,574 H7、  7、 17～ H7、 11、 24

掘立柱建物跡、溝、土坑、弥生、石包丁、右斧 843 軍 7、  7、 17～ H7、  8、 31 289

竪穴住居址、溝、柱穴、弥生、須恵、土師 H7、 9、 1～ H7、 10、 26

棚列、土坑、自然流路、弥生、須恵、土師、陶磁器 H7、 10、 11～ H7、 12、 11

掘立柱建物跡、土坑、土師、瓦器、銭貨 H7、 11、 10～ H8、 1(12

溝、性格不明遺構、柱穴、鋤跡、弥生、須恵 H7、 12、 18～ H8、  2、  9 298

竪穴住居上、掘立柱建物跡、溝、須恵、土師 1,574 H7、 12、  11～ ■ 8、  3、 29

竪穴住居址、掘立柱建物跡、貯蔵穴、弥生、破鏡 1,486 H7、 12、 11～ H8、  3、 21 295

竪穴住居址、掘立柱建物跡、溝、須恵、土師 H8、 2、 15～ H3、 3、 29 296

1,326 H8、 3、 21～調査中

竪穴式石室、排水溝、須恵、土師 2,732 H8ミ と、16～ H8、 と、23 298
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自然科学分析報告

平成 5年度に調査 を行った辻町遺跡 2次調査地では 5世紀後半のカマ ドを伴った竪穴住居址 2棟や、

5世紀末～ 6世紀前半の祭昴日に伴 うとみられる土器群が数箇所に点在する他、焼土や土坑を検 出して

いる。この調査に際 し、各遺構の堆積上の性質か らそれらが営まれた周辺環境や性格 を推定す る際の

参考データー とすることを目的として、棚古環境研究所に委託 し、竪穴住居址、土坑、土器群 (SX
l)な ど、各遺構の上壌サンプルの植物珪酸体分析、及び土器群 (SXl)か ら出土 した種実の同定

を行った。

これは辻町遺跡 2次調査地の報告書 (平成 7年度発行 )に掲載できなかった自然科学分析調査報告

書を本年報中をお借 りし掲載するものである。

辻町遺跡 2次調査の植物珪酸体分析

lMl古環境研究所

1.試 料

試料は、 SBl、 焼± 1、 SXl、 SKlか ら採取された 5点である。

2.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラン ト・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順

で行 った。

1)試料の絶乾 (105℃ 。24時間 )

2)試料約 lgを汗量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m・ 約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42 K Hz・ 10分間 )

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラー ト作成

7)検銃 。計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体 をおもな対象とし、400倍 の偏光顕微鏡下で

行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の

精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体 とガラスビーズ個

数の比率 をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数 を求めた。また、おもな分類群についてはこの値

に試料の仮比重 と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :1058)を か

けて、単位面積で層厚 l Cmぁ たりの植物体生産量を算出した。

3.分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとお りである。これらの分類群について定

量を行い、その結果を表 1お よび図 1に 示 した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。
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〔イネ科〕

機動細胞由来 :イ ネ、キビ族型、ジュズグマ属、ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族型、シヨク

ビエ ?、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節 )、 クマザサ属型 (お もにクマザサ属 )、 メダケ節

型 (メ ダケ属メダケ節・ リュウキュウチク節、ヤダケ属 )、 タケ亜科 (未分類等 )

その他 :表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来 )、 未分類等

〔樹木〕

クスノキ科 (バ リバ リノキ ?)、 その他

4.考 察

(1)SBl
5世紀後半 とされる竪穴住居址の床面付近の上壊 (試料 1、 2)について分析を行った。その

結果、イネおよびイネ科植物の細胞組織片 (写真 5)が 多量に検出され、イネの機動細胞に由来

する植物珪酸体 も少量検出された。これらのことから、同住居l■の床面にはイネ真などが敷かれ

ていた可能性が考えられる。

(2)焼± 1

6世紀前半とされる9層上面から検出された焼± 1(試料 3)について分析を行った。その結

果、イネが5,500イ固/gと 多量に検出された。また、シヨクビエとみられる植物珪酸体 (写真 2)

も検出された。これらのことから、イネ藁などが燃料 として利用されていた可能性が考えられる。

(3)SXl、 SKl

9層上面の窪地 (SXl、 試料 4)お よび土坑 (SKl、 試料 5)について分析を行った。そ

の結果、ネザサ節型や棒状珪酸体が多量に検出され、ウシクサ族型も比較的多く検出された。ま

たイネが4,000個/g前後と比較的高い密度で検出され、ヨシ属、ススキ属型、クスノキ科 (バ リ

バ リノキ ?)な ども検出された。また、SKlではジュズグマ属も少量検出された。

これらのことから、当時は遺構周辺で稲作が行われてお り、そこから何らかの形で遺構内にイ

ネの植物珪酸休が混入したものと推定される。また、周辺はネザサ節などのタケ亜科植物を主休

としてススキ属なども見られるイネ科植生であり、クスノキ科などの樹木も見られたものと推定

される。ジュズグマ属には食用や薬用となるハ トムギが含まれるが、現時点では栽培種と野草の

ジュズダマとを完全に識別するには至っていない。ただし、 SXlではハ トムギの種実が検出さ

れている (第 H章 )こ とから、ここで検出されたものもハ トムギに由来する可能性が高いと考え

られる。

参考文献

杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞珪酸体.富士竹類植物園報告,第 31号, p.7083.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と

定量分析法―.考古学と自然科学,9, p.1529.

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)― プラント・オパール分析

による水田址の探査―.考古学と自然科学,17, p.73-85.
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表 I 辻町遺跡 2次調査地の植物珪酸体分析結果
検出密度 (単位 :× 1001回/g)

分 類 群 ＼ 試 料

1 3 5

S Bl   S Bl   焼±l   S Xl   S Kl

イネ科

イネ

キピ族型

ジュズダマ属

ヨシ属

ススキ属型

ウンクサ族型

シコクビエ ?

8

16         15                      15

16         23         16         22         24

16         53         39        127         40

8

タケ副

ネザサ節型

クマザサ属型

メダケ節型

未分類等

３２

　

　

　

　

・５

　

３２

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪駿体

未分類等

16        15         8        52         8

132        174         39        448         79

210        272         62        695        214

樹木起源

クスノキ科 (バ リパ リノキ ?)

その他

植物珪酸体総数 531 841 227 1890 762

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ド・ cm)

イネ                  l o.23   0.22   1.60   1,10   1.17
ヨシ属                 1 0,98   0.95         0.94

ススキ属型                l o,19   0.28   0.19   0.28   030
ネザサ節型                l o.26   0,83         1.■    1.H
クマザサ属型               l       o.o6

※試料の仮比重を1.0と 仮定して算出。
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イネ (試料 1)

2.シ コクビエ (試料 3)

3.ネ ザサ節型 (試料 2)

植物珪酸体の頭微鏡写真 (1)
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4.棒状珪酸簿 (試料 |)

図 3 植物珪酸体の顕微鏡写真 (2)

(言式米斗|)

6.イ ネ科の細胞組織片 (試料 |)
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II.辻町遺跡 2次調査における種実同定

1.試 料

試料は、 6世紀前半 とされるSXlか ら検出されたNo l～ No 8の 8点の種実である。

2.方 法

肉眼及び双眼実体顕微鏡 を用いて、形態的特徴および現生標本 との対比によって同定を行った。

3.結 果

同定結果を次表に示す。

試料No 分 類 群 (学名/和名) 部  位 粒数 長 さ ×幅

No l

No 2

No 3

No 4

No 5

No 6

Ｎ

　

　

　

　

Ｎ

Coix lacryma― ,obi L

var.ma―yuen Stapf

Coix lacryma jobi L

var ma―yuen Stapf?

Coix lacryma jobi L

var.ma―yuen Stapf?

Coix lacryma jobi L.

var.ma―yuen Stapf

Coix lacryma一 jobi L.

var,ma―yuen Stapf?

Coix lacryma― jobi L

var ma―yuen Stapf?

Coix lacryma一 jobi L

var ma―yuen Stapf?

Prunus perslca Batsch

ハ トムギ

ハ トムギ ?

ハ トムギ ?

ハ トムギ

ハ トムギ ?

ハ トムギ ?

ハ トムギ ?

モモ   _

果実

果実 (炭化 )

果実 (炭化 )

果実 (炭化 )

果実 (炭化 )

果実 (炭化 )

果実 (炭化 )

核片

(mm)

83× 58

67× 46

6.8× 5,1

6.8× 58

6.5)(4.5

5,3× 4.0

70X38

1)ハ トムギ COix lacrymajobi L.var.ma‐yuen Stapf 果実 イネ科

No lは 壷形の芭鞘の付いた状態であり、No 4は 雹輪のとれた果実である。芭鞘は黒色で楕円形を

呈し、表面に縦方向の微細な隆起が走る。呆実は炭化して黒色を呈し広楕円形で、溝状のくばみがある。

Nα 2、 3、 5～ 7は 欠損、発泡しておりやや形態も長 く、明らかなハ トムギとは同定できなかった。

2)モ モ Prunus persica Batsch 核片 バラ科

破片である。炭化しているため黒色を呈す。表面にはモモ特有の隆起がある。表面がなめらかで

多孔にならず、西日本を中心に弥生時代以降普通に検出されるタイプのモモ核である。

参考文献

金原正明 。金原正子・粉川昭平 (1990)和 爾遺跡出土種実と花粉分析。天理市和爾・森本遺跡第 5

次発掘調査報告,奈良県遺跡調査概報1989年度,奈良県立橿原考古学研究所, p.20-26.
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la モモ核片

3a ハ トムギ
果実 (炭化 )

同芝こ
    10mm

2a ハ トムギ果実
Nol

同左 -0.6mm

4b 同左 …‐o6mm

lb

同左 -0.6mm 4a ハ トムギ ?

果実 (炭化)No2

5a ハ トムギ ?     5b 同左
果実 (炭化)Nα 3

-0.6mm 6a ハ トムギ ?

果実 (炭化 )

-0.6mm   8a  ハ トム智
果実 (炭化 )

図 4 辻町遺跡 2次調査地出土種実
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保存処理事業

保存処理室には、松山市内の遺跡から発掘調査によって出土 した遺物、特に木製品、鉄製品などの

劣化を防 ぐための保存処理が必要な貴重な遺物が運び込まれる。これらの遺物は必要に応 じて事前調

査 (材質、構造、関連資料の比較検討 )を行ったのち、木製品はPEG含 浸、鉄製品は減圧樹脂含浸

などの手法を用いて保存処理を行っている。これらの保存処理方法は年報 V・ Ⅵを参照されたい。

処理室では遺物の取 り上げや、土層の手Jぎ取 り転写などの作業 も発掘現場に出向き行っている。

1.木製品の処理

平成 6年 5月 より含浸処理を行っていた木製品 (来住廃寺15次調査地・古照ゴウラ遺跡 5次調査

地その他出土)が平成 7年 5月 に処理が完了した。処理の結果は良好である。

平成 7年 9月 に処理水槽170型に木製品(来住廃寺18次調査地・久米窪田森元遺跡 3次調査地その

他出土)を 漬け込み処理に入っている。処理完了は平成 8年 10月 の予定である。

2.鉄製品の処理

平成 7年度発掘調査 (本年報掲載)に より出土 した鉄製品は、現在、事前調査や前処理 (脱水、

脱塩作業 )を 行ってお り、これらの行程が終 り次第、減圧樹脂含浸を行 う。

3.遺構 。遺物の取 り上げ

平成 8年 3月 に釜ノロ遺跡 8次調査地検出の 1号貯蔵穴にて遺物の取 り上げを行った。遺物は、土圧

により押 し遺された状態の土器である。土器は遺構の埋土とともに硬質ウレタンフォームで包み込み、

取 り上げ後処理室に搬入した。現在この土器は樹脂で固めながら、徐々に上を取 り除いている。

4.土層の黒Jぎ取 り転写

今年度は作業を行っていない。前年度に久米高畑遺跡23次調査地検出の大溝にて土層の手」ぎ取 り

を行ったので報告 してお く。

作業工程は、系」ぎ取 りを行 う土層面に合成樹脂を塗膜したあと、合成樹脂を強化するために布 (ガー

ゼ )を 貼 り付ける。樹脂塗膜が乾燥、硬化 したあと土層面よりよ」ぎ取った。

この転写法は発掘調査終了後も土層の実物が観察できることや、展示の場合に臨場感に温れた好

資料となるものである。 (池 田・山本 )

i鸞 咽紛

(釜 ノロ遺跡 8次調査地 )遺物の取 り上げ】犬況写真 I
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平 成 7年 度

啓 蒙 普 及 事 業



平成 7年度の啓蒙普及事業

当埋蔵文化財センターは、松山市内における埋蔵文化財の発掘調査・研究 とともに、出土遺物や記

録資料などを収蔵 し、保管 している。発掘調査終了後は、遺跡の発掘調査報告書・パンフレットなど

を作成 したり、随時現地説明会などを開催することにより、広 く一般に公開している。

また附属の考古館は地域文化の発展・向上並びに調査研究活動の振興を図ることを目的 として設置

されたものであり、展示会や一般対象の遺跡め ぐり。講演会、小学生対象の体験学習セ ミナーを開催

するなど、市民一人ひとりの生涯学習を援助 しながら、埋蔵文化財保護思想の啓蒙普及に努めている。

常設展は、「海を媒休 とした文化交流の中継地点としての伊予文化の独 自性 と、そこに生きた人々の

姿」を解明することを基本コンセプ トとしてお り、「見るJ「聞 く」といった静的な展示だけではなく、

「触れる」「考える」という動的で、かつ立体的な展示を心がけている。展示品は、松山平野で出土 し

た考古資料約8,200点 である。

①発掘速報展

発掘速報展「むかし,昔のまつやまを掘る」は、松山市内で相次いで発見された重要な遺跡・遺物

を速報的に紹介したり、また新たに発掘調査報告書が刊行された遺跡について、写真やイラスト・図

面を交えながら紹介するものである。

平成 7年度は、前年度に発掘調査された遺跡のなかで、東本遺跡 4次調査を含む 9遺跡を取 り上げ

その出土遺物64点 を展示した。

②発掘写真展

発掘写真展「むかし。昔のまつやまを撮る」は、広 く一般市民に埋蔵文化財に対して目を向けても

らうため、発掘速報展にて展示した写真パネルを松山市庁舎本館 1階ロビーに場所を移して展示する

ものである。

平成 7年度は、束本遺跡 4次調査出土の破鏡など9遺跡11点 の写真パネルを展示した。

③夏休み体験学習セミナー作品展

夏休み体験学習セ ミナー作品展「小学生が作った I描 いた I土器作品展」は、松山市内の小学校 6

年生が体験学習セミナーで製作した土器や、写生した土器の絵を展示するものである。

なお平成 7年度の作品展は、博物館実習生 8名 の手によって、参加者64人の製作した土器120点及び

絵50点が展示 された。

④特別展

特別展は、ひとつのテーマのもとに県内外

から資料を借用し、一定期間内で系統的に展

示を行うものである。平成 7年度は「瀬戸内

の初期農耕Jと 題して北部九州・瀬戸内・畿

内における農耕文化の伝播の様子について、

縄文時代晩期から弥生時代前期の土器を中心

に展示を展開した。

写真 1 特別展 「瀬戸内の初期農耕」
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⑤企画展・移動写真展

企画展は、 7年度より古代人の道具にスポットを当て、松山市内における地域色を探ろうというも

のである。平成 7年度は「むかし・昔の器たち」と題して「土器・土製品」にテーマを絞 り、土器の

誕生から古墳時代の土師器 。須恵器に至るまでの変遷を展示により展開した。

なお、この企画展で展示した写真パネルを松山市庁合本館 1階ロビーに場所を移し、移動写真展「む

かし・昔の器たち」を開催した。

⑥「古代の創造物」展

愛城新聞紙上にて、平成 7年 10月 から翌年 2月 にかけて20回 シリーズで松山市内出土の主要遺物に

ついて紹介していた遺物を、実際に展示したものである。

2.教育普及活動

教育普及活動 としては、職員の資質向上 を目的にした調査研究会 と、一般市民を対象にした埋蔵文

化財保護思想の啓蒙を目的 とした講演会・夏休み体験学習セ ミナーなどがある。 ′

①調査研究会

発掘現場における調査方法や報告書作成のために各分野での第一人者を招へいし、助言を頂き、職

員の資質の向上をめざしている。平成 7年度は 2人の研究者に招へいの機会を得て、ご指導をお願い

した。(敬称略 )

テ ー  マ 日  時 会場 講 日雨

西日本における

弥生時代後期の交流
平成 7年 6月 29日 lAl 講堂

広島県立歴史民俗資料館   伊 藤   実

0ゆ香ナ十1県埋蔵文化財調査センター 大 久保 徹 也

当センター        梅 木  謙 一

テ  ー  マ 会 期 会場 入館者数

移動写真展

「よみがえる古代の松山」

平成 7年 3月 23日 ∩

～ 4月 7日 6
市庁合本館

1階ロビー

発掘速報展

「むかし ,昔のまつやまを掘る」

平成 7年 4月 22日 tt)

～ 5月 28日 lH)

特別展示室 3,939ノく

発掘写真展

「むかし 。昔のまつやまを撮る」

平成 7年 6月 7日 曲

～ 6月 16日 6
市庁合本館

1階 ロビー

夏休み体験学習セ ミナー作品展

「小学生が作った I描 いた I土器作品展」

平成 7年 8月 12日 tLl

～ 8月 27日 (日 )

特別展示室 423ノ代、

特別展

「瀬戸内の初期農耕」

平成 7年 10月 21日 0
～11月 26日 伯)

特別展示室 2,293ノ氏、

「古代の創造物」展

(愛媛新聞社後援 )

平成 8年 2月 6日 明

～2月 12日 偶)

特別展示室 279ノ代、

企画展

「 tFか し
。

1等 の 器 た ち ～伊予古代 人の造形美～」

平成 8年 2月 17日 ●

～3月 20日 ウЮ
特別展示室 1,728ノ(

移動写真展

「 む か し ,昔 の 器 た ち ～伊予古代 人の造形美～」

平成 8年 3月 26日 側

～ 4月 5日 ④

市庁合本館

1階ロビー
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②講演会

平成 7年度は、発掘調査報告会

査報告会「むかし・昔のまつやま

ほかによる報告が4子 われた。

次に特別展記念シンポジウムは、特別展開

催を記念して開催された。特に、近年各地で

発見されている初期農耕を証明する遺跡を取

り上げ、農耕文化の伝播の様相を多角度から

の究明がなされた。

また企画展記念講演会は、企画展の開催に

合わせ、「須恵器のはなし」と題 して田辺昭三

先生にご講演をお願いした。(敬称略 )
特別展記念 シンポジウム

③夏休み体験学習セミナー「むかし探検隊」

第 5回 目を迎えた平成 7年度夏休み体験学習セミナーは、「むかし探検隊」と銘打って「土器コース」

と「遺跡コース」の 2ヨ ースを設定した。前者は、従来どおり上器の製作を通して古代人の苦労や知

恵を学ぼうというもので、子供たちの社会科学習の一助とするだけではなく、自主性 と創造力を養う

ことをねらいとしている。

また後者が 7年度より新しく設定されたコースで、実際の発掘現場での発掘調査を通して(遺跡の

重要性を感じてもらうためのものである。

テ ー  マ 日  時 会  場 参加者数

土器コース

「土器を作ろう !描 こう !」
平成 7年 7月 22日 CLl,8月 5日 仕) 講堂・屋外 80メ、

遺跡コース

「むかしを掘ろう !触れよう !」
平成 7年 8月 10日 lAl 発掘現場 50ノ、

④遺跡めぐり

遺跡め ぐりは、地域に所在する埋蔵文化財を参加者に身近に感じていただくことを目的として開催

している。 7年度春季には松山市内北部の古墳を中心に、次いで秋季には愛媛県中予地域の古墳を中

心に見学を行った。

・特別展記念シンポジウム・企画展記念講演会を開催 した。発掘調

を話る」は、前述の発掘速報展開催期間中に 2回 6名 の発掘担当者

写真 2

テ ー  マ 日 時 会 場 講   師 聴講者数

発掘調査報告会

「むかし・昔のまつやま

を語る」

平成 7年 4月 22日 ロ 講 堂

当センター調査係長  田城  武志

当センター調査員  河野 史知
〃     橋本 雄一

76ノ(

平成 7年 5月 13日 田 講堂

当センター調査員  高尾 和長
〃     栗田 茂敏
″     加島 次郎

100ノく

特冴1展記念シンポジウム

「瀬戸内の初期農耕」
平成 7年 10月 22日 (日) 講堂

愛媛大学法文学部教授 下 條  信 行

愛城大学教養部助教授 田峙  博 之

兵庫県教育委員会   山本  三 員Б

当センター調査員  栗 田 茂 敏

165人

企画展記念講演会

「須恵器のはなし」
平成 8月 2月 17日 tLl 講堂 京都造形芸術大学教授 田辺  日召三 HO人
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テ ー  マ 日 時 主な見学先 参加者数

「むかし・昔の

まつやまを歩く」
平成 7年 5月 18日 内

松山市石手寺古墳群・谷町蓮華

寺所在の舟形石棺 。大丸山古墳
45ノ氏、

「むかし。昔の

えひめを歩 く」
平成 7年 10月 29日 ④

上浮穴郡美川村上黒岩岩陰遺跡・

伊予郡祗部町大下日古墳群
38人

⑤現地説明会

平成 7年度は、合計 5ケ所の遺跡において

現地説明会を開催した。こうした遺跡の見学

を通してよリー層埋蔵文化財への興味・関心

を持ってもらうため、開催するものである。

中でも来住廃寺周辺の久米高畑遺跡や来住町

遺跡などは、当時の政治的中心地であったと

される場所に近 く、多くの強い関心が注がれ

た。

⑥まいぶん映画会

まいぶん映画会は、一般観覧者を対象としており、第 2。 4土曜日及び毎辺日曜日・祝祭日の午前

10時・午後 1時・ 3時の 3回上映している。上映するビデオの内容は、考古学関係のわかりやすいア

ニメーションから専門的なものまで幅広い。

①博物館実習

平成 6年度より博物館学芸員資格の取得を希望する人のための博物館実習を実施している。 7年度

は、8月 1日 ～6日 の日程で、愛城大学生 7名 。東京学芸大学生 1名 の合計 8名が受講し、発掘調査・

写真撮影・保存処理などのカリキュラムを受講した。

一方 8月 5日 には、当センター主催の体験学習セミナー (土器焼成など)に 参加し、翌 6日 には12

日から開催の、夏休み体験学習セミナー作品展のために焼成された土器や写生した土器の絵を展示し

た。

写真 3 金ノロ遺跡 8次調査地現地説明会

遺 跡 名 日  時 内 容 見学者数

久米高畑遺跡24次調査 平成 7年 5月 27日 囲

弥生時代の長方形土坑 7～ 10基や古

墳時代後期の竪穴式住居址 3棟、掘

立柱建物址数棟など。

100)、

石井幼稚園遺跡2次調査 平成 7年 6月 27日 臼

弥生時代後期の貯蔵穴 1基や古墳時

代中期の竪穴式住居址 1棟、古代～

中世の掘立柱建物址 3棟など。

40′、

東野お茶屋台這跡5次調査 平成 7年 10月 28日 tLl

小石室を伴い、改築痕跡がみられる

6世紀後半の横穴式石室や、江戸時

代の庭園水路など。

300ノ (

来住町遺跡6。 7人調査 平成 8年 2月 17日 Ш

(6次 )中 世以降の土地の地割 りと考え

られる溝と、それに平行する耕作痕。
(7次 )7世紀初頭から中葉までの変遷

過程をたどることができる集落跡。

80ノ(

釜ノロ遺跡8次調査 平成 8年 3月 2日 ω

弥生時代の拠点集落で、花弁形住居・

焼失住居を確認し、溝内より破鏡が

出土。また後期の貯蔵穴より植物遺

体などが出土。

50人
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3.広報・ 出版活動

広報 。出版活動 としては、当館主催の展示会 。講演会などを開催

する際に、多くの観覧者を募るためにポスターやパンフレットを発

刊 したり、発掘調査 を行った遺跡について、発掘調査報告書を刊行

している。研究者はもとより、一般市民においても、これらの出版

物を大いに活用 していただ くことで、埋蔵文化財保護の啓蒙普及に

役立つものと思われる。

なお、特別展「瀬戸内の初期農耕」のポスタ=は 、愛嬢広告協会

主催の第15回 愛媛広告賞印刷広告部門最優秀賞を受賞した。
写真4特別展「瀬戸内の初期農耕」ポスター

|

‖

①発掘調査報告書

報 告 書 名 発 行 日 対象 版 型 。頁 部数

松山市文化財調査報告書49

松山大学構内遺跡II

平成 7年 3月

(平成 6年度分 )

一 般

B5 本  文 372買
一 覧 表 134買

写真図版  125頁

1,000

松山市文化財調査報告書50

福音小学校構内遺跡―弥生時代編一
平成 7年 9月 一  般

B5 本  文  159頁

写真図jIFR 42頁
1,000

松山市文化財調査報告書51

辻町遺跡-2次調査地―
平成 7年 11月 一  般

B5 本  文  100頁

写真図版  44頁
1,000

松山市文化財調査報告書52

福音寺地区の遺跡
平成 8年 3月 一 般 本   文  412買 1,000

松山市文化財調査報告書54

枝松・束本遺跡 4次調査一本文編―
平成 8年 3月 一  般 A4 本  文 409頁 1,000

松山市埋蔵文化財調査年報Ⅶ

(平成 6年度 )

平成 7年 9月 一 般 A4 本   文  96頂 1,000

②展示会関係出版物

出 版 物 名 発 行 日 対  象 版 型 。頁 部  数

発掘速報展 案内状

発掘速報展 パンフ

発掘調査報告会(1)

発掘調査報告会(2)

レ

レ

レ

卜

一
メ

一
メ

ツ

一
トン

一　
トン

平成 7年 4月

平成 7年 5月

一 般

一 般

聴講者

聴講者

ハガキ

B5・ 9頁

B4・ 6頁

B4 ・ 15頁

3,000

3,000

150

150

遺跡め ぐり(1)パ ンフレット 平成 7年 5月 参加者 B5・ 34頁

夏休み体験学習セ ミナー パンフレット 平成 7年 7月 参加者 B5。 10頁

特別展 案内状

特別展 ポスター

特別展 リーフレット

特別展 ″ヾンフレット

特別展記念シンポジウム レジメ

平成 7年 10月

一 般

一 般

一 般

一 般

聴講者

ハ ガキ

B2

B5

B5・ 4頁

B4・ 20頁

5,000

500

5,000

3,000

300

遺跡め ぐり(2)パ ンフレット 平成 7年 11月 参加者 B4 ・ 29頁

企画展 案内状

企画展 パンフレット
平成 8年 2月

一 般

一 般

ハガキ

B5'8頁

5,000

3,000
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4.収集・保管活動

平成 7年度は、静岡市在住の濱田晃世氏より松山市横谷古墳出土の資料の寄贈を受けた。これらの

資料はかつて大正 7年 4月 に濱田齋氏により採集されていたもので、その経緯などについては『考古

学雑誌』第30巻第 7号に詳しく紹介されている。

寄贈資料名 点  数 出 土 地

五鈴鏡

円筒埴輪 (須恵質 )

円筒埴輪

須恵器 長頸壺

須恵器 高邦脚部

鉄器 刀子

松山市横谷古墳

写真 5松山市横谷古墳出上の考古資料

当センターでは、主催事業だけではな く、考古学関連団体主催のシンポジウムや研究会の会勃 とし

て利用 してもらい、広 く一般市民にも積極的に参加 を呼びかけている。特に、愛媛大学法文学部下條

信行教授 を会長 とした瀬戸内海考古学研究会が毎月第 4土曜 日に定期的に開催している。(敬称略 )

酔恥
魯爾轡鐵鶴拗

回 テ  ー  マ 日 時 会場 講  師

「愛媛の古墳研究史」 平成 7年 4月 15日 l■
l 講 堂 日本考古学協会会員    名 本 二 六 雄

「四国の道路遺構」 平成 7年 5月 27日 ● 講堂 働愛城県埋蔵文イ眈調査センター調査員 サ鷺田  昌 児

「久米官衛遺跡群における

使用尺度の検討」
平成 7年 6月 24日 CLl 講堂 当センター調査員     橋 本  雄 一

「瀬戸内における土器製塩の

諸問題」
平成 7年 7月 29日 ① 講堂 愛城大学法文学部助教授   村 上  恭 通

「愛現における横穴式石室の

変遷」
平成 7年 9月 23日 仕) 講 堂 当センター調査員      栗 田 茂敏

「松山市・葉佐池古墳の調査」 平成 7年 10月 28日 ltl 講堂 当センター調査員      カロ島 次貞焉

「愛媛における横穴式石室の

系譜」
平成 7年 11月 25日 ● 講堂 当センター調査員      栗 田 茂敏

「瀬戸内的物流の原形」 平成 8年 1月 27日 田 講 堂 働愛城県埋蔵文化財調査センター派遣調査員谷 若 倫郎

「伊予の高不」 平成 8年 2月 24日 ⑪ 講堂 当センター調査員     梅 木  謙 一

「古代の織物」 平成 8年 3月 23日 l■ ) 講堂 東京国立博物館     沢 田む つ 代
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0.1職員研修 。会議

当センターでは、毎年、奈良国立文化財研究所で実施されている発掘技術者研修をはじめ として、

各種研修 。行事に参加 している。こうした研4多や会議に積極的に参加することにより、職員の資質向

上 と業務の円滑な推進を図っている。

研 修 。 会 議 名 開 催 地 日   示呈 参加者数

埋蔵文化財発掘技術者専門研修

「遺跡探査課程」
奈良市 平成 7年 5月 8日 ～ 5月 18日 1名

全国埋蔵文化財法人連絡協議会

第16回総会
名古屋市 平成 7年 6月 8・ 9日 1名

埋蔵文化財発掘技術者一般研修

「一般課程」
奈良市 平成 7年 7月 4日 ～8月 9日 1名

埋蔵文化財写真技術研究会 奈良市 平成 7年 7月 8日 1名

全国埋蔵文化財法人連絡協議会

研修会
高知市 平成 7年 8月 10。 11日 2名

埋蔵文化財発掘技術者専門研修

「遺跡測量課程」
奈良市 平成 7年 9月 20日 ～10月 18日 1名

全国埋蔵文化財法人連絡協議会

コンピューター等研究委員会
鳥取県 平成 7年 9月 22日 2名

公益法人の実践簿記会計講座

(基本コース )

高松市 平成 7年 9月 27日 1名

全国埋蔵文化財法人連絡協議会

中国 。四国 。九州ブロック会議
松山市 平成 7年 11月 9。 10日 9名

四国埋蔵文化財法人実務担当者会 徳島市 平成 7年 11月 21・ 22日 2名

1995年保存科学研究集会 奈良市 平成 8年 2月 9日 1名
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貸出資料名 (遺跡名 ) 点数 貸出目的 (展示期間) 貸出先

弥生土器・壷

(来住廃寺遺跡15次調査 )

3′点
考古企画展「弥生のかたち」に出品するた

め(平成 7年 4月 28日 ～ 6月 H日 )

広島県立

歴史民俗資料館

弥生土器・大型器台

(釜 ノロ遺跡 )

占
い

特別企画展「特殊器台とその時代」に出品

するため

(平成 7年 10月 6日 ～11月 19日 )

広島県立

歴史民俗資料館

須恵器・子持装飾脚付壺

(溝辺 1号墳 )

占
い

秋季特別企画展「装飾須恵器展」に出品す

るため

(平成 7年 10月 7日 ヽ11月 26日 )

愛知県陶磁資料館

円筒埴輪
盾形埴輪
須恵器・lTh蓋

須恵器 。lTh身

須恵器・短頸壺
須恵器・広口壺
刀子
鉄鏃
土製丸玉
管玉
ガラス小玉
須恵器・lTh蓋

須恵器・17h身

須恵器 。短頸壷
耳環

影浦谷 1号墳
〃

影浦谷 2号墳
〃

〃

〃

′′

〃

〃

〃

′′

影浦谷 3号墳
〃

〃

占
〔
占
〔
占
〔
占
〔
占
〔
占
〔
占
＾
占
上
蝋

占
〔
占
（
占
〔
占
〔
占
【
占
（

松山市立姫山小学校開校記念式典に出品

するため

(平成 7年 10月 30日 ～11月 2日 )

松山市立

姫山小学校

7。 資料の貸出

当センターでは、各博物館や教育委員会主催事業の出品要望に応えるべ く、可能な限りの資料の貸

出を行っている。

松山市考古館 月別入館者数調
平成 7年度 (平成 7年 4月 1日 ～ 8年 3月 31日 )

月
館

数

開

日
一   般

童
徒

児
生

体

般

団

一

団  体
児童生徒

老  人
小中高生等

無料入館者

特別展等

無料入館者

者
計

館入
合

均
者呼

館
一
入

4 268 0 708 1,484

5 372 5 1,856 2,855

6 1,001

7 0 2 0

8 3 830

9 13 0 536

386 2,035

ll 1,282

0 0 260 11

1 0 0 2 0 276 13

2 0 0

0 14 1,497

計 3,032 1,058 1,145 4,832 2,450 13,387
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